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来日以前の筆者は、母国の大学で中国の民歌や民謡といつた声楽曲を中心に学び、その傍らイ
タリア・オペラの声楽作品など、西洋の声楽作品にも少し取り組んでいた。そして来日後は、コンコ
ーネ50番やイタリア古典歌曲を通して希望していた西洋音楽の発声法に取り組み、その後日本歌
由の演奏にも取り組んでいった。
来日してまず気付いたのは、自らが母国で取り組んでいた西洋音楽の演奏は、その演奏スタイル、
特に発声面で西洋音楽にそぐわない声で歌つていたという事実であつた その後日本の発達した
音楽をみて、驚嘆した。日本の音楽は西洋音楽を基礎に味 がら、和洋折中を実現できて、世界
の音楽と常につながつている。それに比べ母国の古里の音楽は非常に遅れており、五線譜さえ普
及できていない現状である。このことから筆者は日本の音楽の発展してきた経過や歴史について
興味を持ち、研究を始めた。
明治元年から昭和の中期にかけての百年間は、日本が西洋文化額 け入れ、江戸時代の制度
文物をすべて改めて、国家としてまつたく新しく生まれ変わった時期であつた。音楽は旧来の邦楽
だけの状態を脱して洋楽を新たに学び、各種の演奏形態、また西洋の讃美歌などを味わうことを
知り、洋楽の作品も自分で作る能力を得た。それから現在まで日本の音楽は完全に洋楽を基盤と
して構築され発展してきた。助 しヽ、それがまったく順調に行われてきたわけではなく、いろいろな
困難があつたが、伊沢修二、滝廉太郎、山田耕律などの人たちの努力によつて、現在まで発展し
てきたのである。特に作曲家である滝廉太郎と山田耕律はドイツヘ留学して、西洋音楽の導入や
日本音楽の発展に大きな影響を果たし,電
筆者の故郷はここから遠く離れている内モンゴルである。教育や音楽などいろいろな面で日本よ
りずいぶん遅れており、ようやく近年になつて西洋音楽が入つてくるようになり、進みつつある。でも
本格的な取り入れはまだまだ始まつたばかりに過ぎない。その為筆者はこれらの研究を通して、内
モンゴルのこれからの西洋音楽の導入に力を尽くしたい。
第一章 明治以降の日本における洋楽導入の経過
第二節 明治以降の日本における洋楽導入について
明治元年からの百年間、すなわち明治の年号で呼ば稲 四十五年間と大正の全期間と昭和の
四十二年間は、日本が西洋文化を受け入れ、江戸時代の制度文物をすべて改めて、国家としてま
つたく新しく生まれ変わつた時期である。音楽は旧来の邦楽だけの状態を脱して洋楽を新たに学
び、各種の演奏形態の独奏と合奏、また西洋の讃美歌などを味わうことを知り、洋楽の作品も自分
で作る能力を得た それから現在まで日本の音楽は洋楽を基盤として構築され発展してきたので
ある。
第一項 明治以降の洋楽の取り入れ
明治以降、日本人の耳目に触れた西洋音楽は米国提督ペリー がその艦隊に乗せてつれて来
た軍楽隊である。嘉永六年(1853)年日本を訪れた米国提督ペリこの艦隊には二組の軍楽隊が乗
つていたという。
明治以降、日本が輸入した洋楽は、洋式軍隊調練の一部として鼓笛楽―横笛・小太鼓・大太鼓
から成る簡単な軍楽である。
安政三(1856)年に「西洋行軍楽鼓譜」の刊行があり、その後「和蘭一人六一年式太鼓教練譜」
が刊行されていることから、洋式調練に洋式太鼓が信号用として使われたことは推測されるが、
それに笛を加えた鼓笛楽(これも幕末から明治初期にかけて「鼓隊」と呼ばれていたので文字の
上からは区別できない)が調練に用いられるようになったのは元治元(1864)年幕臣関日鉄之
助・白石大人の両人が長崎に赴いて蘭人から伝習を受け、半年の後に江戸に戻り小石川西坂
下、鉄砲方、田付四郎兵衛屋敷でこれを教授したというのが最初の記録であるらしい。
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(堀内敬三 1968、p13)
では、なぜ日本に最初に入つてきた洋楽は軍楽かといえば、当時の世界の状況と政府の政策と
緊密な関係があつたのである。
当時の日本は新式軍隊の整備を急いでいた。欧米諸国の陸海軍の威力を日常目のあたりに見
ては昔ながらの弓矢・薙刀、さては張抜筒・火縄銃がなんの役にも立たないのはあまりにも明らか
で、幕府も各藩も西洋兵器雄 セヽ西洋式の調練を習うこと株 眉の急と考えた。それと一緒に西洋
軍楽がこれまでの陣鐘・法螺貝・陣太鼓に代わつて登場することになつた
このように芸術でも娯楽でもない軍隊が、新しい政府|はつて日本に入つた最初の洋楽だつた。
では、なぜ洋楽の中でも最初に輸入したのが鼓笛楽かといえば、その時代の軍隊・軍歌と関係し
ているのである。明治時代の最初の軍歌はこのときに誕生した。歌詞としては
『官さん官さん御馬の前でひらひらするのは何ぢやいな。トコトンヤレトンヤレナ。あれは朝敵
征伐せよとの錦の御旗づや知らない力、トコトンヤレトンヤレナ』(歌詞はほかにも幾通りかある)
(堀内敬三 1968、p14)
軍隊・軍歌として適切であるような躍動的な行進調の音楽は、そのころほとんど日本にはなかつ
たのである。当時の時代の要求に応じられる音楽としては、洋楽の中ではいちばん素朴な鼓笛楽
は適切であつた為、まず輸入されたと考えら妨 。その後日本の最初の軍楽隊が誕生するのであ
る。
第二項 日本最初の軍楽隊の成立
明治維新の時には横浜に欧米の公使館があり、それらにそれぞれ護衛兵が置かれ、そのあるも
のには軍楽隊(吹奏楽隊)が付いていたという記載がある。
英国が在横浜の公使館に付けていた護衛兵は英国海軍歩兵第十番大隊―多くの日本側資
料には「陸軍Jと出ているが、中村祐庸楽長は「海軍」と明記しているから陸軍ではなく海兵(マリ
ーン)であった.……(中略)…….この隊に英国海軍軍楽隊が付属していたのである。
(堀内敬三 1968、p15～16)
日本政府はこれらの駐屯部隊から歩兵の調練や砲術などの学べるだけのことを学び、音楽の面
でも吹奏楽と信号刺りヽなどを横浜の外国軍隊を手近な師匠にして始めた。それで吹奏楽による、
日本最初の洋楽風の軍楽隊が成立したのである。これが後の陸海軍楽隊の成立の基礎となつたと
いえる。
幕末の軍隊は先に鼓笛を輸入して、それから劇りヽを輸入した。軍隊の信号劇り略洋楽の取り入
れに重要な一役をつとめている。
慶応二年に福井藩は横浜の仏国公使館陸軍大尉を聘して「仏式調練を行い、その大尉の主
張によつて初めて自藩の軍隊に信号嘲ツヽを採用した」。
(堀内敬三 1968、p19)
慶応二年には幕府が横浜の仏国公使から仏国士官を聘して仏式調練をおこない、歩兵三十
二名を横浜に派遣し仏国軍隊から信号劇りヽを習わせた 後で陸軍軍楽隊の楽長になつた京都
人小篠秀一は仏人ギッチについて劇りヽ相 い、明治二年の箱館戦争には幕軍に参加して従軍
したということだから、おそらく最初の伝習生二十二名のうちの一人であつたろう。……(中
略)…….明治五年フランスの陸軍四等楽手(刺りt伍長)ダクロンを劇りヽ教官として迎えた このダ
クロンはコルネットをよくし一般軍楽の心得もあつたので、明治五年九月から陸軍軍楽教師とな
つた。 (堀内敬三 1968、p19～20)
このように、日本は最初に軍隊楽用として鼓笛と劇りヽを輸入し、そして外国人の軍隊楽と外国人
教師から軍隊楽を学び洋楽の取り入れを始めたのである。その後は陸海軍軍楽隊が分別して成
立していくのである。
このころ、陸海軍軍楽隊の教師として外国人教官また教師を大量に招聘した。明治四年九月、
イギリス人のフェントン、明治七年イタリアの陸軍大尉アンジェール(かつて楽長の職にあり欧州各
国の楽手数百人を合わせ指揮したことあるという)を雇い入れてクラリネット、サキソォーンなどを教
授させ、さらにフランスから一等軍楽手ブレナッシュ翻円聘してトロンボーン、バスなどを約二年半
教授させた。
これらの外国人教師の努力によつて軍楽隊が整備されて、活躍していくのである。しかし、それ
が西南戦争によつて廃止された。明治九年には海兵隊が廃止され、同時に鼓眺 廃止されて、維
新の歴史に残る鼓笛の軍楽はこれで終え、鼓隊員の多くは信号兵に転じて嘲りヽ手となつた。
明治十年に海軍の軍楽教師フェントンは任期を終えて、イギリスヘ帰つた フェントンはとヽ や
さしい教師で各種の楽器に通じており、日本に吹奏楽を植えつける上で極めて大きな功績を残し
た人物である。
陸軍軍楽隊長の小篠秀一は明治十一年五月辞職して宮内省雅楽課に入つた。それは、そのこ
ろから宮内省の伶人が洋楽もやり始めたので、その指導者として用いられたのである。
明治初年の洋楽はまつたく軍隊楽だけによつて代表されていた とにかく欧米諸国の強さにおど
ろき、その進んだ文化に目をくらませて、人々が欧米のものといえば、ひたすら畏敬した明治初年
だつたので、軍隊楽は、西洋の先進文化の具体的な見本として人々の好奇心に迎えられた。そし
て、音楽が面白いとか、面白くないとかの問題を超えて、西洋人の好きな音楽を演奏する軍楽隊は
非常に愛されていた
そんな時代で幸いなことに、陸海軍と上層部は軍隊楽の文化的意義についての理解があったと
いえる。
海軍ではドイツの楽長エッタルトを招聘し、明治十二年四月から軍楽隊雇教師とした。このエッ
ケルトは、猛烈な訓練をやり急速に技術を上げさせるとともに、音楽理論も教えて作曲の基礎を作
つた。また、明治十二年には在留ドイツ婦人アンナ・レー ヤA―L abrを海軍軍楽隊ピアノ教師と
して、隊員十名を選抜してピアノの稽古をやらせた。
このように、軍隊楽は洋楽を代表する地位を占めていた関係から、芸術的な方面に乗り出すよう
な体制に進んだのである。
第二項 賛美歌の普及と唱歌の誕生
西洋楽器は軍楽としてまず入つたが、西洋の声楽は賛美歌と学校唱歌から始まつた。そして、後
から入つてきた唱歌が明治時代の洋楽を著しく普及させたのである。
安政の開港以来、キリスト教の宣教師が次々と来日し、ロー マカトリック教は長崎に、ロシアのハ
リストス正教は函館市に、プロテスタント各派は長崎と横浜に礼拝堂を設けたが、依然としてキリスト
教は国禁であつたので、居留地の外人を主な相手としていた しかし、これ塗 つかけに、長崎付
近で三百年以上も昔隠密で信仰を伝えてきソリレトリック教の信徒にようて、カトリック教は猛然と復
活し、新たに入つたプロテスタントの各派は、外国の文化の吸収に熱心な青年層の間に信者を獲
得したという。そして明治六(1869)年二月に至って、ようやくキリスト教は解禁されたのである。
明治五(1872)年に宣教師たちによって、賛美歌が日本語に翻訳された それは洗練された歌
詞ではないが、日本語賛美歌の誕生という点で、洋楽の取り入れの大きな進歩である。
このように賛美歌は日本人の信者によつて歌われたが、歌詞はもちろん外国曲の翻訳であつた。
日本人が一番最初に歌った洋楽系の歌は、賛美歌だつたのである。そしてキリスト教が大きく躍進
していき、信者の人数も増えて、賛美歌はこれとともにひろがり、新しい歌謡形式として日本人に知
られた。
また、教会で使用した楽器は小形のリー ド・オルガンであった。これはアメリカ・オルガンとも呼ば
れ、アメリカでは十九世紀中期から大量に生産された簡便な楽器で、宣教師が各地へ伝道に行く
6
時、使つていた。学校用としても、ピアノを手に入れ難い場所では使われていたから、日本でもこれ
が学校用として、役立つようになつていた 日本の洋楽普及にこのリー ド・オルガンも大きな役割り
を果たした。
明治元(1868)年に新政府が成立し、日本は近代国家への道を歩み始め、教育に力を入れ始め
た。しかし、明治二、三(1869、1870)年ごろから小学校が次々と開校されたが、まだ音楽科を置く
には至っていなかつた。明治五(1872)年人月二日、文部省は学制を頒布しフLこれは、日本の教
育史上画期的な出来こととなったのである。そのなかでは、小学校の規定に『唱歌(当分これを欠
く)』、中学校の規定に『奏楽(当分欠く)』とあり、フランスの制度を主として取り入れたため、音楽も
教科に入つていたのである。
しかし、当時教師もなく続 なく、どの学校ヽ 音楽は教えていなかった。わずかにキリスト教
の私塾風な学校で、賛美歌や英語唱歌が課外として教えられたのみであつた。それで明治十二
(1879)年九月に学制が廃止され、教育令が公布されても、その事情はすぐに変わらなかつた
そのような時期にもかかわらず、唱歌を教科として取り入れようとした努力があつたのは驚きであ
るが、これには、やはり伊沢修二(1851～917年)や日賀田種太郎(1853～1926年)といつた教育
者の果たした役割が大きいのである。特に伊沢修二は、洋楽の取り入れや日本音楽教育の開拓
に大きな功績を残した人物であり、日本の音楽史上欠かすことのできない人物である。
第二節 伊沢修二lはる音楽取調掛の整備
第一項 伊沢修二の提案
伊沢修二(1851～917年)、明治・大正期の日本の教育者であり、近代日本の音楽教育、吃音
矯正の第一人とも呼ばれている。嘉永四(1851)年信濃国高遠に生まれた。十九歳で貢進生に挙
げられ官費で大学南校に入り、卒業後明治五(1872)年文部省に出仕して、明治七(1874)年愛知
県師範学校長に勤めた。明治八(1875)年文部省によリアメリカ留学を命じられ、ブリッジウォー タ
ー師範学校で学んだ。在学中メー ソンから音楽を学び、明治十一(1878)年に帰国した。そして、
すぐ東京師範学校の校長に任じられた。
日本に帰つてから伊沢修二が痛感したのは、音楽教育というものが、全然日本にないことであつ
た。彼はすぐ文部省上層部を説いて、音楽教育の研究機関を創設させた。この機関というのは明
治十二(1879)年十月創設された、音楽取調掛のことである。そして伊沢修二が音楽取調掛御用
掛を命じられた。また、伊沢修二は明治十九(1886)年文部省編輯局長、明治二十一(1888)年東
京音楽学校校長、明治二十二(1890)年東京盲唖学校校長など様々な分野で活躍して、日本の
近代教育の開拓者と呼ばれている。
音楽取調掛長として、伊沢修二は文部大臣寺島宗則に「見込書」を提出し,電その中で、今後、
音楽取調掛が行うべき事業を次のように整理した。長文なので、その部分内容を次のように摘録す
る。
『第一は「東西二洋の音楽を折衷して新曲を作ること」である。いま西洋の歌謡と日本の端唄と
をくらべたら非常に異なると思うだろう。次に西洋の宗教音楽と日本の琴歌をくらべたら或る程度
類似が認められると思う。終りに西洋の童謡と日本の童謡とをくらべると、これは大体同じ趣のも
のと言えるのだ。だからこうした簡単なものから比較し、共通な要素を抽出して折衷の新曲を作つ
ていく事ができるだろう。
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第二は「将来国楽を興すべき人物を養成する事Jである。音楽を学ぶには理論と実際の二方
面が有つて、どちらも大切だけれど、今の場合は実際家を先づ養成してかかるのが良い。年令
十六歳から二十五歳までの普通の読書のできる男女で邦楽の心得のある者を大半二十名ぐら
い募集し、三年間の見込を以て邦楽と洋楽とを習得せしめ、漸次に国楽を創り出す素地を築くよ
うにする。
第二は「諸学校に音楽を実施する事」である。新作の曲は東京師範、東京女子師範の付属小
学校付属幼稚園に試み、その佳なるものを掛図と譜本に作つてだんだんと他の学校に及ぼした
らよい』 (堀内敬三 1968、p.35)
これらがどのような考えから導き出されたものであつたのかについて、伊沢修二は「見込書」の始
めの部分で、明治五(1872)年の学制公布以来、教科書の中に位置を占めた唱歌が実施されなか
つた原因について、以下のように述べている。
「・・¨ 唱¨歌フ実施スルノ難キニ非スシテ、却テ適当ナル音楽ヲ撰択スルノ難キニアルモ
ノ・""0」と指摘し、「世ノ音楽ヲ談ズル者ノ言ヲ聞クニ其説概ネ三ツアリ」として、甲説、乙説、丙
説にまとめた。その各々は、「甲説二日ク、音楽ハ人情ヲ感発スルノ要具ニジ 、喜怒哀楽ノ情
自ラ其音調二顕ノL/ル者ナレハ洋ノ東西ヲ問ハス、人種ノ黄自論セス、荀モ人情ノ同キ所ハ音楽
亦同シテ可ナリ・¨ (中略)。¨¨"""。乙説二日ク、各国皆ナ各国ノ言辞アリ、風俗アリ、文物ア
リ、是其住民ノ性質卜風土ノ情勢トニ因テ自然二産出セシモノナレハ、人カノ能ク之ヲ変易スベ
キニ非ス、且音楽ノ如キハ素卜人情ノ発スル所人心ノ向フ所二従テ興リタルモノナレハ各国皆固
有ノ国楽ヲ 有ス¨。(中略)・・"・乙説二日ク、甲乙ノニ説各其理ナキニ非スト雖モ皆偏侍ノ極
二陥ルノ弊ヲ免レス、故二其中ヲ執り東西二洋ノ音楽ヲ折衷シ今日我国二適スベキモノヲ務ム
ベシ」と示した。
(東京芸術大学音楽取調掛研究班 1976、p10)
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こうして伊沢修二は丙説を取つたが、その実施方法に関しては「難中ノ至難」と述べている。それ
でも彼は当時、彼らのできる限りの知識を集めて、時勢に対応する手段を考え出し、将来にその目
的を達する方法を設けなければならないことを強調して、もしその困難をおそれて、これに着手し
なかつたら「何レノ日力其興ルヲ期スベケンヤ」と強い意思を表明した。
第二項 メー ソンの招聘と音楽取調掛の創設
伊沢修二の提案により文部省は音楽取調掛を用いて、音楽伝習を行うことにした。そして、伊沢
修二の旧師アメリカ人の音楽教育家ルーサ ・ーホワイティング・メー ソン(LutherWhiting nson,
1828～1897)を招聘した。
メー ソンは音楽家というより音楽教育家という方がふさわしく、明治五(1872)年ころから、欧州で
学校教育に適する曲を集めたりして、資料も体験も豊富であり、この仕事には適切な人物であつた。
メー ソンは喜んでこの招きに応じたという。彼の着任とともに、本郷文部省用地内第十六号館を音
楽取調掛庁舎とした。
こうして音楽取調掛は始まり、まずその取調事項は、噴J置事務概略」によれば、さし当たり次の
二項であつた。
一、内外音楽の異点と同点の取調べ。
二、東京師範学校付属小学校及び女子師範学校付属幼稚園並練習小学校生徒に実施。
(上沼人郎 1962、p97)
これにより、取調掛よりも一足先に両師範学校において、メー ソンの唱歌教育が始められた。取
調掛にはまだ伝習生がいなかつた為、メー ソンは両師範学校に向かうほか、取調掛にあって、小学
唱歌の選曲、教材の作成、必要な図書や楽器の整備に専念した。そして、当時の日本の教育事
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情を視察したり、伝統音楽の鑑賞、また個人的にピアノを教えたりしていた。
このように一歩を踏み出した取調掛は、取調済みとなつた唱歌を全国に伝えるために、全国から
伝習生を募集し
'電
十月始めから、十六歳から二十五歳までの男子九人、女子十二人の合わせて
二十二人を採用した。楽器はピアノ、ヴァイオリン、ヴィが 、チェロ、コントラバス、フルート、クラリネ
ットが輸入されて備え付けられた
ところが、当時はまだ使う教材が間に合わず、用語も整わないまま混沌としていた。例えば、「唱
歌」という言葉さえはつきり雛 定していない当時であったため、一曲の楽譜が出来上がるたびに、
音譜などの記号を定めていくという遅々とした歩みをたどっていたのである。こうしてだんだん集め
た術語を整理するために、帰国以降東京女子師範学校に属していた神津専二郎に、楽典の翻訳
を委任することとして、その結果、最初の楽典が刊行されるに至ったのである。
こうしてこの第一段階の仕事が終わり、次は集めた由に国語の歌詞をつけることになつた。そこ
で、作歌者を広く求めて、稲垣千頴・加藤厳夫e里見義の二人に頼んだのである。そして、この三
人の努力によって、数十篇の唱歌が出来上がり、いよいよ唱歌集編纂の見通しが立てら泌 ことに
なつた。
当時の楽曲の選択については、日本の民情に遠さがつた曲は一つも取らない方針であつた。つ
まリメー ソンが原曲を提出し、検討の上で選定して、西洋の曲をむやみに集めたのではなかつた。
数十回の歌詞の改作を経て完成した《螢の光沖 、《思ひ出づれ|うなどは、その一例である。そこ
で、日本の音律が西洋のそれと大体一致するという発見は、メー ソンけ 沢修二の功績だと言える
のである。
この他、取調掛の意見としては、純粋な日本人の手による作曲を重視して、雅楽局の伶人の中
から芝葛鎮・上真行・奥好義・辻則承の四人を選んだ。四人とも洋楽の伝習を申し付けられ、洋楽
に造詣深い人たちであつた。そして、俗楽の名人として竿由には山勢松韻を、長唄では内田弥平
などの人たちを選び、《大和撫子》《五常の歌×鏡なす》などの和風新曲を作った。
唱歌集編集の間にも伝習の事業は進み、明治十四(1881)年二月には十二人の伝習生に入学
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を許可し、その後引き続いて、毎年、普通の伝習生のほかに、各府県から派遣の伝習生も取り入
れたのである。そして、それらの伝習生の中から優秀者を選び、助教員、助教として採用し
'L
明治十四(1881)年二月、皇后陛下東京女子師範学校へ行啓の際には、取調掛の人々によつ
て管弦楽が演奏された 明治十四(1881)年九月から学習院で唱歌授業開始となり、同年十月伊
沢修二は音楽取調掛長に任じられた。このころ、取調掛の方針もようやく軌道にのつたので、明治
十五(1882)年一月には、さらに一歩前進の意味で、事務大要の改正を文部郷福岡孝弟に上申し、
その認可を得てさつそく実行に移した。その内容は次の六項である。
第一、諸種ノ楽曲取調ノ事(本邦の雅楽及び俗曲を調査すること。伺、外国楽由に就いては、
調査範囲を伊(イ)太(夕)利(り)楽(ア)・清(シン)国楽に及ぼすこと。)
第二、学校唱歌ノ事(学校の唱歌をして一層の発達を遂げじめる為め、楽譜及び歌詞を選定
し、図書を出版し、且つ楽器の普及を図ること。)
第二、高等音楽ノ事(高等音楽の取調を開拓し、本邦及び西洋の管弦楽を取調べること。)
第四、各種ノ楽曲選定ノ事(国歌製作の資料を調査すること。)
第五、俗曲改良ノ事(俗曲を改良して民間を進歩せしめること。)
第六、音楽伝習ノ事(音楽伝習所を設くる事。)(「音楽取調事務大要」明治十五年一月、『自
伝』七九ページ及酬 伝記』七ニページ)
(上沼人郎 1962、p104～105)
このうち西洋の管弦楽は、宮内省雅楽部の和漢管弦楽を学んだ人々を対象に、メー ソンを教師
として、チェロやヴァイオリンの演奏方法を通して親しませることにした。こうして取調掛の目的は、
伊沢修二が目指す「明治の国楽を興すべし」という立場に立って、洋楽や隋・唐の楽、さらに日本
古典楽の図を集めることに定められた。
明治十五(1882)年一月二十、二十一日、音楽取調掛成績発表の演奏会が昌平館で行われ、
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会場は満員の盛況であつたという。曲目は以下の通りで、休憩後に本邦俗楽が演奏されたのであ
る。
唱歌 春山及単唱歌 七種 東京師範学校附属小学校生
洋楽 (曲目不詳)六種 音楽取調掛伝習生
唱歌 単音唱歌  三種
唱歌 複音唱歌  一種
唱歌 高等単音唱歌 二種
東京女子師範生、音楽取調掛助教員及伝習生
(堀内敬三 1968、p.39)
この曲日の唱歌はすべて《小学唱歌集》の為に作つた教材であつて、ピアノ曲もごく初歩のもの
に過ぎないが、とにかくこれが最初の洋楽演奏会であつたのである。
同年の七月、非常に功労のあつたメー ソンは任期を終えたため、帰国となつた。メー ソンに代わ
つて、十六年二月以後に海軍省御雇のドイツ人エッケルト(FrE Eckert1852～1916)、四月からは
オランダ人ソブレー (Guillame sauvl軋不明)、フランス人ノ
"レ
ー(lna鴫1868～1927)などが顧問
となり、十九年二月まで仕事を続けたのである。
明治二十(1887)年十月、音楽取調所は官立東京音楽学校に昇格し、翌年一月初代校長に任
命された伊沢修二は、ただちに校則の制定、教則の改正にとりかかり、音楽教育の基礎を固めた。
このように、音楽取調掛は伊沢修二などの人々の努力によつて作られ、メー ソンなどの外国人教師
の雇いによつて整備され、発展してきたのである。
第二項 伊沢修二の貢献
大正六(1917)年五月、伊沢修二の亡くなつた時、当時の文部大臣岡田良平は、その追悼のこと
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ばのなかで、「その功績の広く且つ大なるに驚」きながら、伊沢修二の性格を「開拓的教育家」とし
て規定し、次のように述べている。
明治初年の師範教育から音楽教育、体操教育、卸産教育、降つては植民教育、国家教育、
電普婦主等、今日の教育上における各種の事業には、大抵、故君が関係するから或は単独で
之を創立せられたのである。(『楽石叢誌』三七号)
(上沼人郎 1962、pl)
ここから、伊沢修二がきわめて幅広い活動家であったことがわかる。例えば日本音楽史では音
楽取調掛長として、日本語教育史では台湾総督府学務部に籍を置いた植民地官僚として、さらに
は吃音矯正教育や申国語研究の分野でも伊沢修二の名は大きく取り上げられている。伊沢修二
は明治期のあらゆる教育行政に携わつた人物であり、日本近代教育の開拓者である。特に、音楽
教育には大きな影響を与え、日本音楽教育の父とも呼ばれている。
音楽取調掛の創設は彼の一番の功績だと言える。その経過は決して簡単ではなく、非常に苦慮
したという。例えば、唱歌という言葉の意味さえ確認できていない明治の初期に、唱歌を教科として
取り入れようというのは、かなり難助 つヽたのである。唱歌の作詞に悩む伊沢修二が『楽石自伝教界
周遊前記』には以下のように述べている。
今度はこれに日本国語の唱歌を附することヽ した、が、これは非常な大問題であつて、単に歌
を作るといふさへ容易では無いのに、取調掛の要求では、尚又曲意に合した歌を作るといふの
みならず、句数字数が合わなければ、折角作歌者がいかなる名歌を作つても何の役にも立たぬ、
其最得意とする好所をも改作しなければならぬのである、そこで鵜 作る曲意も解る、句数字数
も自在に変化し得るといふ作歌者を得る必要が起つた、
(山東功 2∞8、p18)
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伊沢修二は《小学唱歌集》を編纂することで、「国楽」創生を目指したが、失敗で終えたのである。
《小学唱歌り の中の《君が代》を取り上げて言えば、その成立の過程が娘苦に満ちていたのであ
る。
日本が独立国としての体面を保つために、国歌がなくてはならないと、明治十二(1880)年に、国
歌《君が代》は軍隊の礼式曲として作られた。t勁ヽし、その創作に携わつた人物としては作曲者の
林広守、海軍軍楽隊長の中村祐庸、陸軍軍楽隊長の四元義豊、編曲者・海軍軍楽教師のエッケ
ルト、伊沢修二、音楽取調掛の教師メー ソンなどの数多くの人物に及んた
また、明治十二(1880)年に《君が代》が初演されて以来、その出来上がった版本も様々である。
例えばフェントンやウェプがそれぞれに作曲している。
その中の伊沢修二の編纂した《小学唱歌集》は「国楽」創生を目的としたが、《小学唱歌集》に載
せている《君が代》は、その後も「国楽」としては評価されず、もちろん「国歌」にもなれなかっラに そ
れは、唱歌が「国楽」として成立するためには、本格的な日本人作曲家の誕生を待たなければなら
ない時期だつたのである。そのため、《小学唱歌分 の段階ではあまりにも早すぎたのである。
ただ、伊沢修二の目指す唱歌教育について長い日で見ていけば、その後の滝廉太郎や山田耕
律といつた、日本を代表する作曲家の出現を考えると、最終的には「将来国楽ヲ興スベキ人物ヲ養
成スル」ことに成功したといえる。
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第二節 外国人教師の雇い潮 留学生派遣制度について
第一項 メー ソンの功績
ルーサ ・ーホワイティング◆メー ソン(Lu■erWhiting nson 1828～1897)はアメリカのボストンで
生まれた。彼はアメリカの音楽教育界に、掛図を用いた彼独特の音楽教授法で知られていた ボス
トンで、小学校の音楽教育を教材の工夫を通して実践していた時、アメリカ留学中の伊沢修二と出
会った。そして、伊沢修二の理解を得て、音楽取調掛に招聘され、明治十三(1880)年に来日した。
文部省雇外国人教師として、明治十五(1882)年まで約二年半滞在する間に、唱歌作曲、教材作
成、和声法教授、楽器知識伝授などを盛んに行つて、日本における西洋音楽の導入に大きな功
績を残した。
在日中のメー ソンは、日本の音楽への関心が高く、音楽取調掛在職中の二年九ヶ月に残した業
績は、次の六点に整理することができる。
第一 唱歌の編纂に従事し、学校唱歌の基礎を築いた 彼の在職中に唱歌掛図初編・第二編が
完成している。唱歌集初編の《五論》は彼の作である。
第二 東京師範学校、同附属小学校、女子師範学校、同予科、同附属小学校、同幼稚園、学習
院への出張教授、取調掛では伝習生に唱歌、ピアノ、オルガン、ヴァイオリン、管弦楽などの本格
的教授桁 った。
第二 助教の上真行、奥好義、辻則承、東儀彰質、鳥居枕などの人たちに、和声学の特別講義
を行つた。
第四 作曲の推進。小学唱歌中に数曲載せられている、取調掛員たちの作曲した唱歌は、その
成果である。
第五 オルガンの製造組み立ての伝授。明治十五(1882)年には、邦楽器工房がメー ソンの指
導を受けて、桑材のヴァイオリンを作つ,に明治十七(1884)年には西川虎吉が初めて純国産のリ
ード・オルガンを作り、文部省の試験」願い、採用されたという。
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第六 楽器や楽譜の整備。取調掛では、メー ソンの持参したピアノを、レッスン用として使つてい
たが、他に数種の楽器を彼から買い入れていたのである。それは、外国に発注しなければ手に入
らない楽器や楽譜を、身近なメー ソンから、より安く人手できるのが理由だつたのである。メー ソンよ
り楽譜の買い入れについては、以下のような記載がある。
内訳
ビヲロンセロ教則本  一  一円
″      一  五円五十銭
フルート教則本   一  四円五十銭
ピアノ譜     一  一円十五銭
バイフリン教則本  一  一円
ビヲロンセロ教則本  一  一円二十五銭
ビヲラ教則本   二  人円
ピアノ・ピース   十  二円二十銭
別日教則本    十四 二十二弗五十セント
(東京芸術大学音楽取調掛研究班 1976、p80)
このように、メー ソンは様々な分野で活躍して、洋楽の導入期の日本に大きな功績を残したため、
明治二十九(1897)年、彼は日本政府から勲四等に叙せられた。
大正三(1913)年十一月十五日、東京市長は東京市日比谷図書館主幹守屋恒二郎に、外国人
で日本に功労のあった人々を選出し、その人の履歴、または小伝を作成して、日比谷図書館に保
存するよう命じたという。音楽関係者ではメー ソン、ディトリヒ、ユンケルで、メー ソンについては、以
下のように書いてある。
17
日比谷図書館作成「メー ソン氏功績」
「メー ソン氏ハ明治十二年二月来朝シ音楽教師トシテ文部省二雇入ラレ音楽取調掛長伊澤修
ニノ命ヲ受ケ唱歌ノ編纂二従事セリ、是レヲ教育的唱歌ノ嗜矢トス
氏ノ初テ来朝スルヤ直チニ東京師範、同附属小学校、女子師範学校、同豫科、同附属小学
校、幼稚園並二学習院等二於テ自カラ生徒児童二唱歌ノ教授ヲナセリ而シテ当時未ター 人ノ助
教アラス綾カニ通辮ノカヲカリテー身数校ノ教授ヲ譜任セシハ決シテ容易ノ業ニアラス況ンヤ氏
来朝日尚浅ク風俗自カラ異ナル所アリ人情随テ同ジカラサル所アリ、其人情同ジカラス風俗異
ナル所二於テ新二試設ノ学術ヲ授ク又決シテ容易ノ業ニアラス
氏ハ国家二対シテ誠忠、個人二対シテハ敬虔其ノ為人ヤ所謂有道ノ君子ナリ、其在職年間ハ
僅二二年九ヶ月(自明治十二年二月奎同十五年十(ママ)月)二過ギスト雖本邦教育的音楽ノ創
制二当り其基礎ヲ立テ其実効ヲ顧シシヨトニ至リテハ其功績実■著大ナリトス」
(東京芸術大学音楽取調掛研究班 19ク6、p91)
第二項 外国人教師の雇い
明治新政府の基本的施政方針は、「文明開化」のスロー ガンで示されるように、海外文化の摂取
による日本の近代化であり、その方針として、近代的学校の設置が急がれた一方では、外国人教
師の雇い入れと海外留学生派遣の方針が、真剣に検討され実施された。
前項で述べじ ―ソンの他にも、数多くの外国人教師が来日して、それぞれの分野で活躍したの
である。その主な人物は以下の通りである。
オランダ系の宣教師フルベッキ(Guido H―anFridolinVerbecL1830～1898)は、1859年に来
日した。そして、欧米諸国で様々な西洋音楽を聴いた、岩倉使節団に提言などをして、明治政府
のアドバイザー的な立場にあった人物であり、伊沢修二の進路にも大きな影響を与えたのである。
また、フルベッキはオルガンを所有していたらしく、北村季吟の末裔、北村季晴にオルガンを教え
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たという。
明治二(1869)年七月、アメリカ人クリストファー ・カロザス(oHstopher Carrod13,1839～1921)が
妻のジュリア0カロザスとともに宣教師として来日し
'L明
治七(1874)年には、築地居留地に築地大
学を設立し、田村直臣や原胤昭がそこで学んだのである。これは明治学院大学の原型となつた。
物理学を教えていたヴィー ダー(Pen vr00man恥祠軋1825～1896)はアメリカの宣教師で、ニ
ュー ヨー クの教会の牧師をしていた。明治四(1871)年日本に招かれ、明治十一(1878)年まで大
学南校、開成学校、東京大学の教授として物理学を中心に教鞭をとった。彼は日本の音楽にも関
心をもつていた。明治十一(1878)年十月に日本アジア協会(ThAsiatic S∝iety ofJapan)の例会
で、日本音楽の音程についての研究発表をしており、翌年には雑誌に論文が掲載されていたとい
う。
これは来日した外国人による、日本音楽研究ではもつとも早いものの一つとされている。つまり、
日本音楽を物理的に測定することに関心を持つていたヴィー ダーが、物理学の教師として伊沢修
二たちに教えていたことになる。
明治五(1872)年、アメリカ人スコット(M.M.Scot 1843～1922)を東京師範学校に招聘して指導
方法を伝習した。明治六(1873)年、アメリカ人モルレー (Da宙dIⅧ町ガ830～1905)を招聘して文部
省督学局の学監とした。明治十六(1883)年二月、外国人教師の中で、最初のドイツ人であるエッ
ケルト(F―Eckt1852～1916)が海軍省雇として来日し、兼任で音楽学校で教鞭をとつていた。
ま
"ン
ダ人ソブレー (Gullllaume nvlet不明ヽ 日本に来て音楽取り調掛の教師となつた
明治十九(1886)年、ドイツ人ハウスクネヒhcEmil Hausknecht1853～1927)が来日し、二十三
(1890)年まで日本に滞在して、その間東京帝国大学教育学科特約生にヘルバルト派の教育学を
伝えた。
芸術家であつたディトリヒも有名である。ルレレフ・ディトリヒ(Dittch Rudo氏1861～919)はウィ
ーンで演奏家としての訓練を受け、またヨー ロッパの楽壇で活躍していた演奏家であった。ディトリ
ヒを招聘したのは、日本の音楽政策が芸術路線に転じた、という重大な意味が含まれているのであ
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る。
これらの外国人教師の努力の基で、明治期における洋楽の取り入れは順調に進んだのである。
第二項 海外へ渡つた留学生
明治三(1870)年十二月には、「海外留学生ull」が出され、その後の「学制」や「学制追加」の
規則を経て、明治七(1874)年頃までに、規則の整備を完了していた 新政府の遣欧渡航に対す
る関心と期待は大きく、明治二(1869)年より四(1871)年にかけて発行した海外渡航免許状は、約
四百名の大人数であり、明治人(1875)年から明治四十二(1908)年までに海外留学生の数は四四
六名となつた。
留学生の専攻分野も、医工法理の順に優先していた、伊沢修二たちの派遣される明治八(1875)
年は、ピー クとなり、師範学科と銘を打たれたのも、これが最初であつた
その中で主な人物は、次のように上げられる。
明治四(1871)年、永井繁子は女子留学生五名のうちの一人としてアメリカに留学して、ピアノを
専攻した。帰国後は音楽取調掛に勤務した。その後、東京音楽学校教授として明治二十六(1893)
年十月まで働いた。
明治八(1875)年、高嶺秀夫は文部省の派遣留学生としてアメリカに留学した。明治十一(1878)
年帰国し、東京師範学校で教育学、教授法を教えるかたわら、校長補として校長伊沢修二とともに、
同校教則改正をはじめ、師範教育の改革に努力した。また、東京音楽学校長、東京美術学校長、
女子高等師範学校長などを勤めて、幅広い功績を残して、「師範学校の父」とも呼ばれている。
幸田延は東京音楽学校でピアノ、ヴァイオリンを学び、その後助手として同校に残つた。そして、
明治二十二(1889)年に十九歳で文部省派遣留学生に選ばれた 同年四月アメリカに出発し、翌
年、ボストンのニュー イングランド音楽院に入学じフに その一年後、オーストラリアに転じ、ウィー ン
音楽院に入学し,電彼女はヴァイオリンを主専攻として四年間在学して、明治二十人(1895)年に
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卒業して、同年十一月帰国した。そして、東京音楽学校教授として山田耕律、久野久らを育てた。
幸田延の妹である安藤幸(幸田幸、1878-1963)は、十歳頃からヴァイオリンを習い、明治二十
九(1896)年東京音楽学校を卒業してた。その後、ドイツに留学して、ベルリン国立音楽学校で学
んだ。明治二十六(19o3)年帰国し、その年から昭和七(1932)年まで母校の教授を勤めた。そして、
昭和三十二(1958)年文化功労者を受賞したのである。
安藤幸に続いて留学したのは、滝廉太郎である。彼は明治二十四(1901)年四月にドイツのライ
プツィヒヘ向かつた。同年十月、ライプツィヒ音楽院に入学し、ピアノと和声学を学んだが病気のた
め翌年の七月帰国した。
日本歌曲の父と呼ばれている山田耕律は、明治四十二年から明治四十六年にかけてドイツに
留学し、ベルリン高等音楽学校で作曲を学んだ。
そのほかの主な人物は、鳥崎赤太郎明治二十五(19o2)年ライプツィヒに留学した。また、ベルリ
ンヘ留学した人物は、山田耕律(作山専攻、1910～1913年)、萩原英,(ピアノ専攻、19H～1914
年)、多久寅(ヴァイオリン専攻、19■～1914年)、服部駆郎次(ピアノ専攻、19H～1915年)、小倉
末子(ピアノ専攻、19H～1915年)がいる。
その中で、作曲家である滝廉太郎と山田耕律は、作曲やオークストラなどいろいろな領域で日
本の音楽史上最も功績を残した人物である。
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第二章 滝廉太郎の作曲活動
明治の西洋音楽草創期における日本最初の本格的な作曲家である滝廉太郎は、音楽取
調掛成立の年でもある明治十二(1879)年に、東京で生まれた。15歳で高等師範学校附属音楽学
校予科に入学し、その後本科、研究科へ進む。滝廉太郎はピアノを専攻し、音楽論、和声学、対
位法を学ぶ他、声楽、合唱の勉強にも励み、それが声楽曲作曲の原動力になつたと考えら泌 。
彼は詩と音楽の関わり合いを考え始め、明治二十一(1898)年に、上野の音楽学校を卒業した後、
《花》などの作品を世に出し、また《荒減の月》、《箱根人里》、《豊太閣》の三作が明治二十四
(1901)年の『中学唱歌』に収められた 特に《荒城の月》の旋律は芸術性が高かつたため、日本の
芸術歌曲の原点と見られている。
明治二十四(1901)年四月に、日本人の音楽家では二人日となるヨー ロ〕″ 留ヾ学生としてドイツヘ
渡るが、わずか二ヶ月後に結核におかされ、二年後、帰国することになつた。そして明治二十六
(1903)年六月二十九日、二十三歳の短い生涯を閉じた。
滝は数多くの作品を作り出し、日本の近代音楽史上で、作曲家とよぶことのできる最初の人物で
あり、日本歌曲の発展に極めて大きな影響を与えた また、彼の作品から日本における洋楽受容
は、本格的に始まることになつたといえるのである。
第一節 東京音楽学校時代の滝廉太郎
第一項 音楽学校に入学
滝廉太郎は幼い頃から音楽の道を決心したのである。しかし、当時音楽は女子のするものと、父
吉弘は強く反対したという。ところが従兄の滝大吉は非常に理解があり、父を説得し、許可猫 こ
とに努力したため、父はようやく許した。こうして、音楽学校進学の許可を得た滝は、後藤由男から
正式にオルガンの勉強を始めた
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しかし、当時は戦乱と激動の時代であつた 明治二十五(1892)年から日本と清国との関係がい
ちじるしく悪化し、国民の間にもその急迫を感じ始めていた。ついに戦争が始まり、町には《波簡懐
古》、《元寇》、《敵は幾万》などの唱歌調の軍歌が流行していた こうした時期にもかかわらず、滝
は一心に音楽を勉強して、音楽学校の入学試験に合格した。東京音楽学校で彼は小山作之助の
指導を受けていた。
小山作之助は明治二十(1887)年に音楽取調掛を卒業する同時に、東京に唱歌講習所(音楽
教室)を開設し、私塾の形で、音楽愛好家や音楽学校入学志望の青少年に、唱歌のほかにオル
ガン、ヴァイオリン、さらに音楽理論などを教えていた その後、東京音楽学校となつた母校でも研
究や教育活動を続け、明治二十五(1892)年から助教授になつた。彼は学生の指導、音楽の研究
や作由に非常に熱心であつたという。明治二十(1897)年には教授となつた 作由にも才能があつ
て、《夏は来ぬ》、《り|1中島》、《敵は幾万》などの唱歌や軍歌を作つたのである。
退職後もかつての教え子の面倒を見たり、丈部省唱歌の作曲をするなどしていた。また多数の
音楽学校の創設、運営にも関わるなど多方面で活躍した。小山作之助は学生時代の滝に大きな
影響を及ぼした人物である。
明治二十七(1894)年十二月に本入学が決まり、翌年の二月に本郷区西片町九番地に移つた
この家は関東大震災にも太平洋戦争の戦災にもあわなかつたという。滝は学校時代の大半をこの
家で過ごした。そして、彼は学校で全面的な音楽授業を受けるようになつたのである。
当時の音楽学校の学科課程は以下の通りである。
予科 論理、唱歌(単音唱歌)、洋琴、音楽論(楽典、写譜法)、文学(和漢文)、英語、体操
舞踏
本科師範部
一年 論理、声楽(高等単音唱歌、複音唱歌)、器楽(風琴、ヴァイオリン)、音楽論(音楽理
論)、音楽史、文学、詩歌学、作歌、英語、体操舞踏
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二年 論理、声楽(諸重音唱歌)、器楽(風琴、ヴァイオリン、筆)、音楽論(和声大意)、英語、
教育、体操舞踏
本科専修部
一年 論理、声楽(合唱一高等単音唱歌、複普及諸重音唱歌)、器楽(風琴、ヴァイオリン)、
音楽論(音楽理論)、音楽史、文学(詩歌学、作歌)、外国語、体操舞踏
二年 論理、声楽(合唱―高等単音唱歌、複普及諸重音唱歌、独唱歌―練声術、歌曲演
習)、器楽(洋琴、風琴、ヴァイオリン、ヴィが 、ヴィオロンセロ、ダブルベース、フリュ
ート、クラリネット、ホロン等)、和声学(調和の理論及実用)、外国語、体操舞踏
三年 論理、声楽(合唱―高等単音唱歌、複音及諸重音唱歌、独唱歌―高等歌曲)、器楽
(洋琴、風琴、ヴァイオリン、ヴィオラ、ヴィオロンセロ、ダブルベース、フリュー ト、クラ
リネット、ホロン等)t和声学(調和及対位の理論及実用、楽曲製作法)、外国語、教
育、体操舞踏
選科 唱歌の中一科目若くは二一三科目を選修する。
研究科 専修部を卒業してなお其の学術を精研する。
(小長久子 1968、p28～30)
滝廉太郎は音楽学校で、小山作之助のほかにもよい先生、優れた指導者と出会うことができた
のである。前章で述べた幸田延はその中の一人である。
幸田延は明治二十人(1895)年十一月、六年半の留学を終えて帰国した。当時は日清戦争のた
め、外国人教師は帰国し、また音楽学校でも雇わなくなつていたので彼女の帰国は非常に期待さ
れていた。十二月から幸田教授の指導が始まり、音楽理論・ピアノ・作曲・声楽・ヴァイオリンなどの
多くの科目を指導レL滝はピアノ・作曲・声楽の教えを受けた このことは彼にとつて非常に幸せ
なことであった
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このように、滝廉太郎は東京音楽学校に入学して、本格的な指導を受け、活躍していくのであ
る:
第二項 演奏活動の始まり
滝廉太郎は東京音楽学校に入学してから、様々な音楽会やコンサートを聴いたり、参加するよう
になつた。例えば、明治二十九(1896)年四月、同声会主催第一回公開演奏会が、幸田延帰国技
露演奏会をかねて開催された。滝廉太郎もこの演奏会に合唱の一員として参加し、その素晴らし
い演奏を聴いた。
同年の五月、学友会の土曜日コンサートでは、滝が合唱の一員として出場して、《薩摩潟》、《夢
の世》、《富山の巻狩》などを歌つた。幸田延教授も独唱して、聴衆を魅力したという。続いて、七月
十一日音楽学校の二十九年度卒業式及び音楽演奏会が行われて、滝は在校生として合唱に参
加した。また翌年に、彼と《幼稚園唱歌》を作歌した東くめ夫人が卒業式でグノー 作曲、進行曲《ラ、
レジナ、デイ、サバ》を連弾した。
このように二年生に進級してから、滝の音楽的天分は学友を始め、教師の注目するところとなつ
た。そして、明治二十九(1896)年十二月の音楽学校学友主催音楽会で、滝はラインベルガー作
曲《バラー ド ト短調》をビアノ独奏して、彼のビアノの実力を発表した日であつた。
これが、ビアニストとしてのデビュー であり、この初演を記念して自筆の写譜の上に「明治二十九
年十二月十二日音楽学校学友会音楽演奏会二於テ独奏ス 是レヲ独奏ノ初トス 時専修部二年
也 ROTaki」と注記している。(海老澤敏 2004、pl∞)
次第に実力をつけた滝廉太郎は、明治二十(1897)年五月の同声会春季音楽会で、横山鹿枝、
杉浦、橋本正作とベートー ヴェン作由の《エグモント》序曲を二台で連弾して好評をうけた。また同
年の十月二十六日、学友会主催の教育音楽普及のための臨時音楽会の第一部で四部合唱《秋
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の野》、《窓の秋船 、《初雁》を歌い、第二部では一年前に演奏した《バラー ド ト短調》に再び挑戦
し,電この日の音楽会の批評を『毎日新聞』は次のように述べている。
ピアノ独奏は奏者の骨の折れる割に喜ばれないものなのに、比の演奏は然らずして彼少壮可
憐の奏者が静に演壇に上りて弾奏し始めしより、終りまで能く聴者の耳を傾けしめたる技価、実
に天晴末頼もしと云ふの外なし。寄語す、氏は声楽に於も 亦器楽に於‐ 芸術家たるの資を
具備せる者の如し。望らくは自重自愛益々其技を切磋し、其芸を琢磨せよ。荀くも小成に安じ小
長にるは特に芸術界の大禁物たるを忘るなくんば幸なり。
(小長久子 1968、p77)
この短い文章から、日本にようやく専門的な音楽家が出現し始めた、明治二十年代から二十年
代初めにかけての洋楽の状況が分かる。
音楽取調掛は音楽家たちの養成を始めていたが、その多くは一般教育の中に位置づけられた
音楽、すなわち唱歌と奏楽を小学校で教授する音楽教育者、音楽教師の養成であつた。そうした
音楽取調掛の教育活動の中で、幸田延のような専門音楽家の道を歩んだ人物は非常に少なく、
そしてすべて女性であつた。そうした当時は男性音楽家の出現を待ち望んでいた時代であつた。
その中で滝の活躍は多方からの注目を集め、そして期待されていたのである。このように音楽的天
分に恵まれた滝は、いろいろなところから好評を受けて、演奏活動をしながら、作曲活動も始めた
のである。
第二項 作曲活動の始まり
当時の音楽学校では作歌も重要な課日であつ,こ外国の歌曲のメロディー が与えられ、それに
日本語の語数を考え合わせて作歌させていた また、滝廉太郎を始め生徒たちは、小山作之助な
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どの先生から創作、すなわち唱歌作曲の指導を受けていた。このような環境のもとで、滝の最初の
作品《日本男児》が誕生したのである。
この軍歌は当時の兵士たちの勇気や死を称え、日本人男児の栄えを賞賛した歌である。卜長調、
2/4拍子で、三度、四度、五度といつた音程の跳躍を持つとともに、後半に附点リズムを加えて、独
特の勇壮感を打ち出している。(日本男児の譜例は二十七ページ参照)
滝のこの作曲家としてのデビュー 作の発表から四ヵ月後に、今度は高等師範学校附属音楽学
校学友会会誌第五号に発表されたのが《春の海》であつた。これもまた音楽学校において、教師か
らの指導を受けた生徒の試作品を、その教師が選んで、学友会誌に掲載したものであった。その
教師の名前は上真行で、歌詞は東くめの作つたものである。
この曲は和歌の浦の春の光景が歌われ、全曲十四小節あり、明治唱歌のジャンルの主流を形
作っている自然賛美の歌に属する。ハ長調、3/4拍子の曲調が、春の海ののどかさを自然に表して
いる。軍歌調が盛んであった当時にも、日本人はこうした自然に対する心を持つていたこと、そして
それをわずか十九歳であつた滝が表現していることは、すばらしいことである。
滝の勉強の成果は、専修部三年になつヽ 続いていく。雑誌『おむかく』第七十二号に、五線譜
によつて掲載された《散歩》は、中村秋香の五行二節の五七調の詩に基づいたものである。この詩
は前年人月に刊行された、『音楽雑誌』第五十九号に発表された唱歌のテキストであつた。滝はこ
れがすでに公開された二つの自作とは音楽上、異なつた性格の唱歌としてふさわしいものと捉えた
のであつた。
この曲はアレグレットのテンポ表示を持ち、卜長調、4/4拍子で、軽やかにスキップするかのような
附点リズムの上行形で始まる。わずか十一小節のこの歌は、三一四一四小節に区分され、中間に
は前後と味わいを変え、全体が′い浮き立つ陽気な気分に満ち溢れている。それは軍歌調の第一
作《日本男児》とも、また自然賛美の第二偲 春の海》ともまつたく異なつた、西洋風の曲である。
明治二十(1897)年十二月号の『おむかく』第七十五号には、もう一曲、滝廉太郎の唱歌《命を捨
て 》ゝが数字譜で掲載されている。この曲は〈変口調、4/4m子)と指示され、(龍水作曲)、そして〈作
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歌者未詳〉と記されている。この十六小節の唱歌は実際には卜短調で、(龍水)が〈滝〉を意味してい
るのである。戦死者追悼の曲であり、国のために、親しい人たちと別れ、死に立ち向かつた兵士を
賛美した。
滝廉太郎の最初の一連の創作の試みを開眺 ものといえるのは、二年後の明治二十二(1899)
年、彼が二十歳を迎えた年の十一月に刊行された、萩原太郎編《新撰小学唱歌嗜めに収録され
た《我神州》である。この五十ページほどの数字譜による唱歌集の第四曲を形づくるこの歌は、人
ページに掲載の数字譜では《我神州》、次のページの歌詞では《我が神州》となつている。また注の
部分に「歌詞ハ大東軍歌ヨリ抜率但編者ノ許ヲ得」と書かれている。
この軍歌調の歌が滝廉太郎の現存する最初の(軍国唱歌)であり、師の小山作之助の指導の基
で作られた《日本男児》の改訂増補版として推敲されたものである。初稿の《日本男児》と同じ七五
調の歌詞であり、戦争における近代的な戦場の情景、砲弾の炸裂、騎馬戦などを表している。その
歌詞にふさわしい歌を、滝廉太郎は二十四小節の初稿を人小節拡大して、二十二小節とすること
で、見事に軍歌として再創造することに成功している。曲調は同じく卜長調、2/4m子であるが、作曲
者は人小節単位の三楽節に、もう一つ最後に冒頭楽節の旋律を再現させることで、楽式上の、そ
して芸術上の完成度を加え、見事な完結性を実現している。
第四項 研究科時代の滝廉太郎
明治二十一(1898)年九月、滝は研究科に入学し、ピアノと作由の勉強に励んだ。彼は小山作
之助を始め、幸田延0橘糸重・上真行教授の指導を受けると同時に、ケーベル博士にピアノと作曲
の指導を受けた。滝の傑作《四季》はケーベル博士が補正したとも伝えられている。また、ケーベル
博士は常に演奏家は音楽理論・文学・歴史・美学の素養を積むことを強く勧めていたという。滝が
後年ドイツに留学した際、ドイツの学生や演奏家が「和声の理論」に弱いことや写譜の下手なことが
指摘されたことからみると、ケーベル博士の指導がいかに忠実であつたかが分かるのである。
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滝は音楽的才能以上に努力家でもあつた 現存する滝の蔵書や写譜をみても、明治のあの時代
によくもこれだけのものを集めたものだと驚くのである。そして、多くが外国出版のものだった。滝の
外国音楽への興味が深かつたことを分かるのである。
研究科に入学した滝は音楽活動を続け、実力を発揮していた 例えば、明治二十一年(1898)
十一月二十日同声会主催秋季音楽会が開かれ(この年から音楽学校主催の音楽会を年二回催
すようになる)、滝は第一部でバッハ作曲のはケリア協奏曲》を独奏して、その実力を示した。翌年
の五月同声会主催春季音楽演奏会が催され、滝はベートー ヴェン作曲の《変奏曲》を独奏した。
同年の十一月音楽学校主催の秋季音楽会が開かれ、滝はベートー ヴェン作由の《ソナタ》を独
奏し、聴く者を感嘆させたという。明治二十二(1899)年十二月四日の『読売新聞』に次のように評
価している。
滝氏の「ピアノ」独奏「ソナタ」は有名なる「ベートー ヴェン」の作にして曲柄の素人好きのせざ
るは是非なきことながら同氏が技備の進歩は確かに見えたり、好男児奮励一番せよ。-0・¨黄華
生 (小長久子 1968、pl15)
続いて、十二月二日日本音楽会演奏会が旧聖堂大成殿に行われた 滝も出演して再びベート
ーヴェン作曲の《ソナタ》を独奏した。その評価を十二月七日の『毎日新聞』には次のように報じた。
滝廉太郎氏のビヤノソロはベートヴェンが幽麗閑雅のソナタと云ひ、忍が岡のビアンストを以
て嘱目せらる 若ゝき才人の弾奏なれば、さすがに技価他と異なるものなれど、或る評家が云へる、
師匠の悪き癖を其儘に学び得たるは如何にもとや云はん、なりとや云はん、さああれ奏し了りて
聴衆をしてウマイと叫ばしめたる、我は此ピアンストの益々精練を加へて此道に入らんこと々墨刀に
祈るものなり。
(小長久子 1968、pl17)
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滝は作曲の九 励み、《四季の滝》、《友の墓》、《我が神州》をこのころ作曲した。
《四季の滝》は今まで作歌者東くめ夫人の保存のもので、伴奏がなくメロディー だけの作品として
発表されていたが、鈴木毅一の遺族が保存していた、二部合唱に伴奏が付された自筆の楽譜が
昭和三十八年に発見された。
《友の墓》は明治四十二(1910)年二月十一日発行、山本正夫編『古今名曲集』の五十ページに、
小森松風作歌、故滝廉太郎和声とある。日次には二重音、作歌者小森松風作歌、故滝廉太郎調
和となつている。
この曲は滝が研究生のころ、小森松風の歌詞にフリー ドリッヒ(ジルヘル)の原曲を付して、彼が
和声をつけた習作であるという。小森の編集雑誌『音楽』九巻の五号に発表されたものを、後に山
本正夫が『古今名曲集』を編集する時に収めたのである。ハ短調、4/4拍子、二十小節より成る無伴
奏の三部合唱曲、結尾の二小節は四部で書かれている。
《我が神州》は明治二十二(1899)年十一月発行『新撲小学唱歌』の中にある。この曲集は萩原
太郎編、中村鐘美堂発行によるもので、二十二曲からなり、数字譜で書かれている。砂沢丙喜治
作歌、滝廉太郎作曲となうている。この曲は東郊作歌、滝廉太郎作曲《日本男児》の二十四小節
に人小節を加筆して、《我が神州》と題した砂沢丙喜治の歌詞をつけたのである。卜調、2/4H子の
軍歌調である。
翌年の六月「ピアノ及作曲ノ為メ満三ヶ年独国へ留学ヲ命ズ」文部省が出されて、滝の留学が決
まつた。しかし、彼はどういうわけか出発延期願を出して一年後に出発した。この年は彼の生涯で
最も多くの作品を残した年である。《四季》、《メヌエット》、《幼稚園唱め 、《荒城の月》、《箱根人
里》、《豊太閣》など現在知られている名曲をたくさん完成し、滝が大きな希望をもつて残した作品
ばかりである。
組歌《四季》は滝が大きな自信を持つて作曲編纂した芸術性の高い作品である。《春》《納涼》
《月》《冬》からなる組歌で,滝が二十二歳歳の若さで完成した作曲である。日本人が作曲した初め
ての合唱曲でもある。
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滝の作品の中で現在残つているピアノ曲は二曲だけある。《メヌエット》はその中の一つで、もう一
曲はドイツからの帰国後に書かれた《憾》である。Oヌエット》は二十二(1900)の夏から秋の間で作
つたという。口短調、3/4H子で日本的な味わいのある美しい曲である。またこの楽譜″ イプツィヒ
の音楽学校に持つていった。《幼稚園唱歌)は東基吉・くめ夫婦、鈴木毅一と滝の四人の企画で作
られた。この中の二曲日と二曲目は滝の作曲によるもので、彼が一人で編集し、完成させた
滝のもつとも有名な曲《荒城の月》は、明治詩壇にその名をうたわれた土井晩翠の作詩で、彼が
学生時代に遊んだ会津若松城や故郷の仙台青葉城の思いをうたったといわれている。滝は少年
時代を過ごした竹田の岡城や音楽学校に通う道から眺める江戸城壁を思い作曲したという。原曲
はピアノのない4/4拍子、人分音符を基調とした作品だつたが、現在よく歌われているのは、山田耕
律がピアノ伴奏を付け、人分音符を四分音符に変更したものである。この曲はヨナ抜き音階の短音
階で作曲されている:
《荒城の月》と並んで《箱根人里》、《豊太閣》の三曲は東京音楽学校編纂、明治三十四(1901)
年二月共益商社から発行された《中学唱歌》に収められている。この曲集は明治後期以降のベスト
セラー であるとともに、学校唱歌の普及に大きな役割を果たした。また、旧制高等学校・大学の寮
歌・応援歌の手本にもなつた
《箱根人里》は鳥居枕の作詩で漢文調の歌詞を活かし、ハ調、4/4m子の活発なリズムの曲である。
当時の中学生の意気にピッタリと合い、大いに歌われたという。《豊太閣》は作詩者が不明である。
ハ調、4/4h子の活発なリズムはよく詩に似合い、非常にすぐれた曲である。
研究科時代の滝廉太郎はこのように、音楽的才能に浴れていただけではなく、それ以上には努
力家でもあつた。音楽活動を続けながら、作曲活動も行い、また東京音楽学校の授業補助、つまり
先生も担任していたのである。
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第二節 ドイツ留学中の滝廉太郎とその後
第一項 ライプツィヒでの勉強
滝廉太郎の留学出発日は明治二十四(1901)年四月六日と決まり、送別記念音楽会が三十一
日、音楽学校奏楽堂で行われた。滝の留学は音楽学校にとつて最初の男子の留学生であるため、
周囲の期待が大きかったのである。
船は長崎を出帆し、十三日上海、十六日香港と穏やかな航海がつづき、滝は船中の様子をこま
ごまと鈴木毅一に知らせた。特に船の中のオーケストラが日本の音楽学校の優等生より立派だと感
心し、まだ見ないドイツの音楽教育の優れていることに驚いたと書いている。また同船には多くの日
本留学生も乗つて、それらの人々には後日ドィッで滝が何かと世話になつている。
(5)第一バイオリンを奏する二名の中の二人が、一番よく出来るやつにて、此が常に他のもの
共を引率して奏して居り候。食堂にはピアノ有レ之候故、毎日大抵二時間位宛弾きます。二等
の船客中ピアノを弾く人は二、二人有レ之侯へ共、皆業天なれば、流行の曲はよく弾けども、手
の形等はまるでめちゃくちゃなり。而して、フルツ等を重に弾き、ソナタ等弾くものは無レ之候。夫
れ故、小生が聴て為になるもの少なく甚だ残念に感じ申侯。船中今迄未失策も無レ之候。
(小長久子 1968、p188)
この文章から当時の航海船中の様子が分かるのである。船は六月七日ライプツィヒに到着し,L
滝は下宿に落ち着くと、十二日からドイツ語をフュー ゲに、二十四日からヴィラセノー ルについて、
ピアノの勉強を始めた ケーベル博士の紹介によつて音楽学校教授タイヒミュラー 氏の特別の好意
で、同教授のビアノ授業の傍聴を許され、また直接指導も受けることができた。
彼は六月二十一日文部省へ次のような第一回報告書を出した。その書類が東京芸術大学に保
存されている。その内容は以下の通りである。
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申報書 明治三十四年六月―七月     (東京音楽学校所蔵、遠藤氏発見)
明治三十四年六月十二日ヨリ現今二至ル迄、教師フュー ゲ氏Fii ge二就キ独逸語学ヲ、同年六
月廿四日ヨリ現今二至ル迄、教師ヴィラセノー ルVillamor二就キピアノヲ研修ス。
独逸語教師二六月十二日ヨリ七月二十一日マデニ、二十円支払フ.ピアノ教師二六月二十四
日ヨリ七月二十一日マデニ、二十五円支払フ.
明治二十四年六月二十四日ヨリ現今二至ルマデ、音楽院(Das kOnigliche Colls‐watont m der
Musikl教授タイヒミュルラー 恥dmtter氏ノ好意ニヨリ同氏ノピアノ授業時間ヲ毎週火曜、金曜ニ
特別二傍聴シ、又毎週同両日午後六時ヨリ開カル 同ヽ校生徒ノVonagヲ傍聴ス。同教授ハ時々本
業務ノ残余ヲ以テ特二余ヲ教授ス。
宿舎 ライプチヒ・フエルデイナンド・ロー デ0シュトラー セ・ジーベン、バイ フラウ。エシケ
Ferdinand Rhode Stasse 7.by Fral Essi■e,Leipzig
明治二十四年七月二十一日
文部省外国留学生  滝 廉 太 良5
文部大臣理学博士 菊 地 大 麓殿
(小長久子 1968、pl"～2∞)
この申報書を見ると、滝がライプツィヒに着いてからどのように勉強していたかが分かる。
滝はライプツィヒでの勉強の状況や生活のことを細かく日本にいる人々に知らせていた。それを
見ると彼はできる限りの音楽会を聴くように心掛けていた ライプツィヒのゲヴァントハウスは当時ヨ
ーロッパでも一流のコンサート・ホールであった その定期演奏会が木曜日に開かれ、その前日の
水曜日のリハーサルは無料で聴くことができ,こ
東京大学の名誉教授水島三一郎は『朝日新聞』(昭和四十一年人月六日)の「科学閑想曲」の中
にライプツィヒの様子や滝と広瀬武夫のことを以下のように書いている。
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大正末期から昭和の初めにかけて、ベルリンとそのすぐ近くのライプチヒとは、近代自然科学の
基礎作りに貢献した多くのひとびとのいたところで、ドイツ物理学の黄金時代といえよう。ライプチ
ヒもまた音楽の都、ブルーノ・ワルター 指揮のグバンレ ウヽス交響楽団があつた ここはその音、
滝廉太郎の遊学したところであるが、それは彼が「荒城の月」の作曲を終えた直後のことである。
先輩の名和武さんの話によると、そのころペテルスブルグ(今のレニングラー ド)の大使館付武官
であった広瀬中佐(旅順港閉塞隊)が同郷のよしみで彼をたずねたことがあつた。そのとき彼がこ
んな作曲をしたといって、「荒城の月」の譜をわたしたという。広瀬中佐がそれをペテルスブルグ
にもちかえつて、だれかに見せたところ、これは本当に日本人の作曲かと感心したそうだ。私の
知る限りでは「荒城の月」は西欧の人より東欧のひとびとに感銘を与えたらしい。
(小長久子 1968、1214～215)
第二項 病気に襲われ、勉学を終える
ライプツィヒの町は北海道より北にあたる緯度にあり、滝が想像していた以上に寒かった。十一月
二十五日のオペラを見に行き、それがもとで風邪をひき、病状がこじれてなかなか快方に向かわな
かつた。
ライプツィヒ在住の日本人たちの勧めで、彼は十二月二日ライプツィヒ大学付属病院に入院して、
療養することになつた。医者の勧めで翌年二月まで学校の体学手続きをして、許可をもらい療養に
努めた。第二回目の申報書は服部宇之吉が滝の代わりに書いている。
申報書 明治三十四年人月一二十五年一月(東京音楽学校所蔵、遠藤氏発見)
明治三十四年人月ハ旅行シタルニ付、彰 自習セリ。九月再ビVilla Segnor二就キピアノヲ学ビ、
Fiige二就キドイツ語ヲ学ベリ。明治二十四年十月一日、試験ヲ受ケ当地音楽学校
Dask●nigliche Cons―at ―der Musik二入学シ、左ノ学科ヲ修ム。
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ピアノ教師 タイヒミュルラー
コントラプンクト教師   ヤダスゾー ン(Jadassohn)
音楽史及美学教師  クレツチユマル(Kr―hmarl
コー アゲザンク
同十月以来Frl.Bloobam二就キ独逸語ヲ学ブ。
音楽学校授業料一ケ年三百六十マルク、三期分納ノ規則ナル故、第一期分壱百弐拾マルク、
及ビ入学手数料拾マルクハ、明治二十四年十月納付セリ。第二期分同年十二月納付ノ筈ノ
処、病気入院ノ為メ、一学期休学ノ許可ヲ得、随テ授業料免ゼラル.
独逸語授業料一ヶ月拾人マルクヅツ、同六月以降支払フ。
明治二十四年十二月十五日、感冒二罹り、引続キ他症ヲ発シタルニヨリ十二月二日、当大学
病院二入院メ。快癒ノ後、摂養ノ必要上暫時休養スベキ見込ニテ、明治二十五年二月マデ、
音楽学校ノ方許可ヲ律 り。今猶入院中ナリ。多分今月末二退院スルヲ得ン.
宿所ライプチヒ大学附属病院上学室二十五号(No.25.des Y Abteilung dessadtischen
Krdenhaws,St.Jakob)
明治二十五年一月二十二日 滝 廉 太 郎
代理 月艮部 宇之吉
(小長久子 1968、p217～218)
一方国内では、『音楽之友』などの雑誌が滝を高く評価するなど、ドイツで療養している彼に大き
な期待をかけていた。明治二十五年滝の帰国が決定となり、ベルギーのアントワー プから日本郵船
の大型客船「若狭丸」に乗つた 同船がイギリス・ロンドン郊外のティルベリー (テ献 ゝヽ河日港)に
寄港した時、イギリス留学中の《荒城の月》の作詞者、土井晩翠と姉崎正治博士が滝を訪れ見舞つ
たのである。《荒城の月》の作詞者と作曲者が会つたのはこれが最初であり、また最後であつた。
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こうして、滝のライプツィヒ滞在は終わり,蟹キ:力Lその彼のもつとも大きな課題であり、目的であつ
た作曲家としての勉学は、わずか二か月に満たぬあまりにも短すぎる期間で中断され、再び続けら
れることはなかつた
第二項 永訣のソナタ
明治二十五(19o2)年十月に滝は横浜に到着し,L滝大吉夫婦を始め、教官や友人の出迎えを
うけたという。そして東京の滝大吉の家に落ち着いた。翌月東京より暖かい所に転地療養をするた
めに、葉山に転じたのである。
十一月二十三日、滝のよい理解者であった大吉が突然の脳浴血で他界した。この滝にもつとも
近しい存在の喪失が、彼の精神にも肉体にも、大きすぎる打撃を与えた。年が明け、やがて春がや
つてきても滝は回復の兆しを見せることはなかつた 明治二十六(19o3)年六月二十九日、幾多の
希望と理想を描きつつ、二十二年と十ヶ月の短い生涯を閉じたのである。
滝は帰国後もよく作曲したのであろうが、みずから作曲の日付を書き付けた四つの作品のみを
残している。その一つは《別れの歌》である。彼の親友鈴木毅一の遺品の中から発見された。自筆
の楽譜の左上に「明治二十五年十月二十日作曲」と日付が書いてある。作詩者が不明だが、彼の
作詩作「古城」とよく似ていることから、滝の作品と見られている。曲はホ短調、4/4拍子で混声四部
の合唱曲である。
続いて、明治二十五(19o2)年十月二十一日の日付で《水のゆくへ》を作曲している。この楽譜
にも「明治二十五年十月二十一日」と日付が書かれてあり、そのうえ、楽譜の一ページに「不要、た
だし参考用」と大きく書いてある。これを基にして別に書き直す為に不要になったのか、あるいはこ
の作品をただ参考用として保存するつもりであつたのかは不詳である。曲は二短調、4/4拍子、同声
二部の合唱曲である。
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《荒磯》は滝のもう一由の傑作といえる。曲はイ短調、6/8拍子の短い曲であるが、シュー ベルトの
作品を思わせる抒情的な内容を持つた、芸術性の高い作品である。この曲について、小長久子は
『瀧廉太郎全曲集』に次のように述べている。
この曲は作歌者も作曲年銚 不明のまま伝えられていたが,先般鈴木毅一の遺品の中から,作
曲過程を知ることが出来る瀧の自筆の楽譜が見つかつたので,不明な点が明らかになつた。
2枚の楽譜に明治35年H月18日と12月29日の日付が記されている。H月18日は,瀧がドイツか
ら病をえて帰国後1カ月を経た頃で,彼が東京で作曲した最後のものである。これを作曲して1週
間後には大分へ出発した訂2月29日付の作品は大分で同じものを推敲して書かれたもので「荒
城の波」と題してある。
今まで伝えられていたのは若狭万次郎編「瀧廉太郎氏遺仁 日本風の主題による二つのピア
ノ独奏曲」に載せてある楽譜であるが,本書の中の楽譜は12月29日付のものを載せることにした
……(略)…….
(小長久子 1969、p75)
《憾》は滝の現存する二つのピアノ曲の中の一つである。明治二十六(19o3)年二月十四日、臨
終する五カ月前の作品である。帰国後、彼のよい理解者であつた滝大吉の急死にあい、大分に帰
り両親のもとで療養していた頃に完成した曲である。彼の絶筆である。二短調、6/8拍子の短い曲で
ありながら、悲壮な感じの曲である。
滝廉太郎は、日本の近代音楽の歴史の中で、最初の作曲家と言うべき人で、音楽的天分に恵
まれた天才である。ただその生涯はわずか二十二年と十力月で、病気によつて世を去ったのは非
常に惜しいことである。海老澤敏は『瀧廉太郎(一夭折の響き―)』で次のように述べている。
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なぜだろうか。ドイツ留学以前、彼、瀧廉太郎は、すでに小曲ながら二十曲を越える楽曲を書
き上げていた そのビアニストとしてよりも作曲家としての前途は、自他ともに、洋々たるものがあ
ると信じられたであろう。だが、その希望に満ちみちたはずの将来が、無慈悲な病魔によって、ま
さに一刀両断に断ち切られる。もしそうでなければ彼のいくつかのジャンルにおよぶ声楽曲の創
作活動は、ライプツィヒでの真剣で懸命な勉学を終えた暁には、祖国日本で存分に展開され、
洋楽草創期の絢爛たる花園に、豊かで華やかな無数の大輸の花を咲かせたにちがいない。
(海老澤敏 2004、p13)
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第二節 滝廉太郎の及ばした影響
第一項 洋楽を学びながら、稀有な日本歌曲を創造
当時の東京音楽学校は、洋楽を中心として授業を行つていたといえる。東京音楽学校は、他の
学問、文化、そして芸術における急速な西洋化の潮流に対応するための専門音楽教育機関として
設立されたのである。レ しヽ、当時唯一公認された音楽専門教育機関として、西洋化への偏向を
招来し、洋楽に対する傾向が公認されると同時に、高等教育機関として日本伝統音楽の保持や和
洋折衷にも力を入れていた。
また、学外でも外国人による演奏会などが開かれ、洋楽が急速に発展する時代であつた 滝は
このような流れの中で勉強しながら、稀有な日本歌曲を創造したのである。《四季の滝》はその一つ
である。海老澤敏はこの由について以下のように述べている。
従来のピアノ伴奏は、歌唱旋律をそのままなぞるか、ただ和音を支えに提供するスタイルのも
のが通例であつた。だが、瀧はこの曲で左手には長い音符でのオクター プの低い音の動きな配
し、右手には美しく響きつづける短調中心の分散和音を加え、二部形式の第二部冒頭ではその
形を変化させて旋律の変化に対応させるという工夫も凝らすのだ。まつたく単純そのもの、簡明
そのものの有節歌曲でありながら、この音楽的手法は歌詞のどの季節の瀧の情景にも相応しい
音調を実現している。まこと稀有な日本歌曲というべきであろう。
(海老澤敏 2004、p144)
《荒城の月》は滝のもう一つの傑作である。この曲は彼が明治二十四(1901)年に、中学校唱歌
の懸賞に応募する時作つた作品である。土井晩翠の詩作で、原曲は単旋律無伴奏の歌曲であっ
た。大正六(1917)年に山田耕律は口短調から短三度上の二短調へ移調し、ピアノ伴奏を補い、旋
律にも改変を加えた。山田版は全八小節から十六′蘭 に変更し、一番の歌詞でいえば「花の宴」
の「え」の音を原曲より半音下げたのである。
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山田耕律はこの曲について以下のよう述べている。
明治年間に生まれた数多き歌曲のうち、いさゝ かの俗風になじまず、生まれながらの氣品を保
ちつ もゝ、なほ今日まで愛唱さるゝ 歌は名曲「荒城の月」である。
よき賞りの名あがればその本樹の名は理もれ勝ちである。「春高棲¨“ 」¨の美しき調べにうた
ひ耽る人にして、その作者瀧廉太郎の名を知るものは果してどれ程か。私はこの小品のうちにも
覆ひがたき非凡の才の流れを見、更に彼の遺作数曲を知るに及んで、彼こそは吾が國最初の
作曲者であると叫びいでたのである。
(後藤暢子(他〉〔1〕2∞1、p356)
他にも滝はたくさんの稀有な歌曲を創造し
'L例
えば、日本的情緒を西洋的形式で表した組曲
《四季》、当時のビアノ曲の定型を破つた《メヌエット》などの作品がある。
また滝自身の編集による幼稚園唱歌の全由に伴奏を付けたこと、四曲で完結する組曲《四季》
の第一曲である《花》では伴奏付きの他、合唱形式、また歌詞に応じた旋律の動きが見ら泌 こと
などから、それまでの歌曲作品にはなかった新たなスタイルが感じられる。その為滝の作曲した日
本歌曲作品は、日本における最初の芸術歌曲として位置付けられているのである。
第二項 新しい日本歌曲への試み
日本歌曲と一日にいっても、日本語による声楽曲は多岐にわたって存在しており、定義すること
が難しい。音楽評論家の中村洪介ldtる『 日本歌曲の歴史と演奏』では、「日本歌曲」とは、滝廉太
郎により初めて芸術作品として作曲された独唱曲と述べられている。また、日本人の作曲家が西洋
音楽の上に芸術作品として作つた独唱曲とも述べている。
明治時代に入つてからしばらくの間、唱歌は人気が高く、広く歌われていた。1勁ヽし、歌詞は外
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国曲を訳したものが多く、メロディー も外国の旋律に日本語を当てはめるだけであつたため、唱歌
を一般的に日本名歌と称されるまでに留まり、日本の芸術歌曲とは呼ばれていなかつた。単に西
欧風のメロディー に日本語の歌詞を乗せたからといつて、日本の歌にはならない、言葉を活かして
作られた曲こそ歌曲のあるべき姿と考えた人物は、滝廉太郎であつた。
明治二十二(1900)年、滝廉太郎は《花》等の四曲を含む組曲《四季》や《荒城の月》を世に出し
たことで、日本で始めて作られた洋楽形式の歌曲とみられ、日本の芸術歌曲への道が開かれたと
いわれている。滝自身が書き残した組曲《四季》の緒言には以下のように述べている。
近来、音楽は著しき進歩発達をなし歌曲の作、世に顕はれたるもの少しとせず。然れども是等
多くは、通常音楽の普及伝播を旨とせる学校唱歌にして、之より程度の高きものは極めて少し、
其高尚なるものに至りては、皆西洋の歌曲を採り、之が歌詩に代ふるに我歌詞を以てし、単に字
句を割当るに止まるが故に、多くは原曲の妙味をふに至る。
中には頗る其原曲の声調に合へるものなきにしもあらずと恥 より変則の仕方なれば、これを以
て完美したりと称レ難き事は何人も承知する所なり。余は敢て其欠を補ふの任に当るに足らずと
襲 、常に比事を遺憾とするが故に、これ迄研究せ酷 果、即我歌詞に基きて作曲したるものゝ
内二、三を公にし、以て此道に資する所あらんとす。幸に先輩・識者の是正を賜はるあらば、余
の幸栄之に過ぎざるなり。
明治二十二年八月
(/J長ヽ久子 1969、p128～129)
滝 廉太郎
明治30年代は、日本の洋楽界が西洋音楽の模倣のもとに成立していた時代であり、外国曲に日
本語を当てはめていく訳詞の不自然さが多方から指摘され、日本人の手により作られた歌曲の登
場が待ち望まれている時代であつた。滝の西洋の手法に倣いながらもそれを自らのものとして消化
し、吸収して、新しい日本の歌の世界を表現しようという試みが、その後の日本歌曲の発展に極め
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て大きな影響を与えたと言えるだろう。山田耕律は以下のように述べている。
も吟 日の程度から瀧の作品を見れば、到底本当の作曲と呼ぶに価するものではないとして
も、作曲と云えば単音の唱歌程度のもの動 なヽかったその時代に、少なくとも伴奏の付された作
品や二部合唱付きの曲を書いたという事は、全く異数というべきだろう。
わたし個人として見れば、数少ない瀧君の作品の中で最も優秀なのは、女声二部の「花」では
あるまいかと思います。これとも 、唱歌の域をやや超えた程度のものでありますが、この作品に
は、何かそれまでにない精神や、新しい味わいというようなものが溢れているのです。
(後藤暢子(他〉〔3〕2∞1、p732)
瀧君の時代は集壇の幼年期とでもいはるべき時代であつた。その頃にとにかくピア
ノ曲や合唱曲を作つた けゞでも瀧君がどういふ人であつたかは推測できる。……(中略)…….教
材的唱歌から抜け出て大衆と共に息づき得る最初の歌曲を創始したのは賞は先輩瀧廉太郎君
なのである。∵.∵.(中略)…….篠の早逝は惜しい。もし瀧君が今少しくながく生きていたら日本の
楽壇は自ら現在とは異る相貌を呈してるたに相違ない。
(後藤暢子(他〉〔3〕2∞1、p730～731)
これらの文章からは、山田が日本歌曲の創始において、滝の果たした役割の大きさを
認め、その短い生涯を悼み、も戦 が早逝しなかつたら、日本の音楽界はまた違つた展開を見せた
だろうという認識をよみとることができる。
わずか二十二歳の短い生涯であつたものの、その後の日本における音楽界の発展に大きな影
響を及ぼす作品を書き残し、また東京音楽学校に作曲科もなかつた時代に、芸術的な音楽作品を
世に送り出した事に感慨を覚える。
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第二章 山田耕律の作曲活動とその他
山田耕作は西洋音楽創成期である明治期の日本の作曲家、指揮者として知られている。
明治二十七(1904)年、東京音楽学校の予科に入学し、翌年、本科声楽部に進んだ。卒業した
後、明治四十三(191o)年から四十六(1913)年にかけてドイツに留学し、ベルリン高等音楽学校で
作曲を学んだ。当時日本では多くの音楽家たちが、ドイツの豊かな伝統音楽を身につけた山田耕
律の帰国と作品の発表を待ち望んでいた。
この期待に答えて、山田は日本で最初の交響楽団「東京フィルハーモニー管弦楽部」を組織し、
その指揮者となつた そして、交響曲《かちどきと平和》、交響認 曼陀羅の華》、ビアノ五重奏曲
《婚姻のひびき》などの作品を発表した。彼が作つた声楽作品は7∞由にのぼり、今でも愛唱愛聴さ
れている作品が数多い。
滝廉太郎の日本歌曲に対する考えを継承したのは、山田耕律である。彼は、ドイツで学んだ作
曲理論を踏まえ、日本語の抑揚、すなわち言葉のイントネーションやアクセントに視点を与えて作
曲することを考え始めた。
山田は、洋楽の形式にとどまらず、そこから一歩踏み出して、日本人としての心を語らなければ
ならないと考え、日本語の特徴を活かした《赤とんぼ澪Кこの道》などの多くの名作を作り上げた。
同時に《からたちの花》《かやの木山の》のような日本語のイントネーションを考慮した上でメロディ
ーを付けた作品を数多く発表し,L
彼は生涯に渡つて作られた作品の中、歌曲が群を抜いて多く、量だけではなく、鄭 高かつた。
中村が「日本歌曲は耕律により新たな段階―一創成期に入つたJと述べている(中村 1994、p21)よ
うに、山田により日本歌曲は真に成立されたといつヽ よいだろう。
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第一節 山田耕律の生涯
第一項 作曲家を目指して
山田耕律は明治十九年(1886)年六月九日、東京市本郷区剰 |1町九番地(現東京都文京区本
郷七町日付近)に生まれた。幼い頃の山田の住所は家庭的な事情もあり、転々としていた。以下の
「少年時の山田耕律の転居一覧」からその実情が分かるのである。
少年時の山田耕律の転居一覧
年号。年齢 移 転
1886(明治19)年 東京市本郷区に生ま局 。
[耕律]と命名。
1888(明治21)年
2歳
横須賀に移り住む。
1892(明治25)年
6歳
横須賀の小学校に入学。
1893(明治26)年
7歳
次姉夫婦に引き取られ東京芝愛宕下の
啓愛小学校(キリスト教主義)に転校。
後に父も出京し築地啓豪小学校内の家
を借り受け、京橋の啓豪小学校へ転入。
18%(明治29)年
10歳
4～6月父の転地療養のため、千葉の幕
張に移り、幕張尋常高等小学校(現千葉
市立幕張小学校)に通う。
9月、父の遺言で東京巣鴨の勤労学校自
営館(田村直臣牧師経営)に渇 。
18"(明治32)年
13歳
6月、静養のため鎌倉の七里ヶ浜の丘ヘ
住む。
1901(明治34)年
15歳
岡山に移り、養忠学校に入学。
1902(明治35)年
16歳
関西学院中等部に転校する。
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山田の横須時代の家にヴァイオリンやオルガンがあり、姉たちはミッションスクー ルに通い、家庭
ではやや高尚な英語の賛美歌が開かれた また、それをまねて歌つていたようである。
十五歳の春、姉はイギリス人エドワー ド・ガントレットと結婚し,L山田は姉夫婦の岡山へ移り、義
兄が音楽愛好家だつたこともあり、ベートー ヴェン、モーツ/ルト、メンデルスゾー ンなどの作曲たち
を知り、楽曲も触れる機会があった。また、いつも譜面めくりをさせられ、半年くらいで次第に楽譜
が読めるようになり、独自の楽典を作り上げたようである。そうなると譜面めくりでは我慢できなくなり、
自分でも楽器演奏をし始めた。義兄はいつも喜んで教えてあげ、また、自作の楽譜を書き出したの
もこの頃であるという。
その後、関西学院中等部に転校し、将来音楽家を目指す環境に囲まれ恵まれたように見えるが、
実際には周囲の反対に合つていた。しかし、母の遺言により音楽への道が許されたのである。
第二項 東京音楽学校時代の山田耕律
明治二十七(19o4)年九月に東京音楽学校予科に入学した。翌年、本科声楽部に進級した。作
曲家志望の山田はなぜ作曲科に進まなかったのか、これについては自伝によると以下のように述
べている。
もともと作曲を志し、予科から本科に進む時、「作曲科」と称する科目が、単に規則書の紙上に
あるばかりで、現実には存在しなかったところから、止むなく声楽を選んだので、作曲への強烈
な憧憬は、もとより打ち消さるべきではなかった 義兄ガントレットが、素人ながら音楽をみ、その
書庫には、少なからぬ音楽の蔵書があつたところから、私は貪るようにそれを読みり、どうにか音
楽の理論を究め、秘かに作曲を実践しはじめていたのだ。
H3)
(山田 1999、p
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また、声楽科に在籍する|めたり、こうも言つている。
声楽なんか別に好きじゃなかつた。……(中略)…….幸田延子先生の所へ相談に行つたら、「歌
はやさしいわよ」と言われて、仕方なしに入つたのだ。
(山田 1999、pl14)
当時の音楽学校には、作曲を担当できる教師がいないというのが現状だつたらしく、山田の作曲
への思いが遂げられない苦境をこれらの文章か憾 じられる。だが、自作の
合唱曲を学友に歌わせたり、創作活動はしていたようである。明治四十一(1908)年卒業演奏会で
はシュー ベルトの《菩提樹》を歌つたのである。美しいバリトンだったという。
第二項 ドイツ留学中の山田耕律とその他
山田はドイツヘ留学して、ドイツ語の習得には大変苦労したのである。お金を払つて語学を習つ
たが、それを止めて、せっかくドイツにいるのだから、わざわざお金を出さなくても、周りにドイツ語
は溢れていることに気付いて、街に飛び出して、人との交流を通して語学の能力を高めていたので
ある。
明治四十二(1910)年七月、三木露風の制 廃園』を復唱するうちに《嘆》、《風ぞゆく》、《異
国》などの十曲ほどの歌曲集を完成した。
また、声楽を学ぶ機会に恵まれ、テノー ルとして研究を進んだ。そして、歌手としてやる気はない
かと、教授に誘われたこともあれば、ヴォルフ教授に以下のよう問かれて、山田が目をさめたとい
う 。
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「芸術的な声楽家。それは崇めらるべきだ。が、再現芸術家と創造芸術家、どちらに重点を置
く?君は。そして日本は。いまどちらを多く君に要求しているか?それも考慮に入あ のだね。ま
あ、熟考することだ !.…(略)….」
(山田 1999、p162)
ここで述べている「再生芸術家」とは「演奏者」薇 し、晴J造芸術家」とは「作曲者」を表している。
山田は悩みぬいた結果、晴J造芸術家」の道を選んだのである。
帰国してから山田耕律はオーケストラ運動だけではなく、日本語歌曲の作曲のグループ作り、そ
して作曲、またオペラ上演にと音楽界を牽引する人物に次第になつて行く。
帰国後二年を経て明治四十九(1916)年一月作山の《唄》は、日本語による作品である。挿入歌
として《蝶々》が用いられている。原曲は外国曲であるが、日本語の歌詞が付けられた。その後の
《野薔め へ続き、《からたちに花》は言葉と音楽の融合が見られ、山田の代表作となつている。
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第二節 山田耕律のオータストラ活動とその他
第一項 東京音楽学校の影響
山田耕律に直接影響を与えた東京音楽学校のオーケストラ教育は、明治二十年代の初め頃か
らスター トした。明治三十二(1899)年、東京音楽学校はアウグストユンケル(August h畿軋1870
～1944)を「お雇外国人教師」として雇い入れ、音楽全般の指導を任せた。山田にとつてユンケル
は大きな影響を与えた人物である。ユンケルは、ケルン管弦楽団、ボストン交響楽団、シカゴ交響
楽団などでヴァイオリン奏者を勤めた経験を活かし、東京音楽学校のオーケストラの指導も担当し
た。ユンケルは退職するまでの十四年間の間に、ほとんどゼロの状態から、ある程度オーケストラら
しく演奏できる団体になるまで仕上げた。明治後半の東京音楽学校のオーケストラは、このユンケ
ルという一人の指導者を中心に生み育てられたことになる。
山田はこのユンクルのもとで初めてオークストラの実際を体験した。彼は明治二十七(1904)年二
月関西学院本科二年を終了し、同年九月に東京音楽学校の予科に入学し,L当時東京音楽学校
では、予科一年、本科三年、研究科二年、という修業システムが使われていた 山田はほぼこのシ
ステム通り、順調に進級したのである。明治三十人(1905)年、山田は本科声楽部に進学レL予
科から本科に進む時彼は作曲専攻を志望したが、当時まだ作曲の指導者が学校にいなかった為、
やむなく声楽部に進んだ。声楽と一緒にいろいろな楽器を学んだ。その指導に当つたのはユンケ
ルである。山田の『 自伝』における当時の記述を見ると、声楽の勉強について話は少なく、むしろ各
種楽器の修得と、オーケストラ体験の方が目立つのである。
ユンクル時代、東京音楽学校のオーケストラは新しい姿で社会の注目を集めた。助 しヽ、演奏技
術のレベルの点では、常に欠点が残されていた それは演奏レベルの低迷という点である。それが、
ユンケルー人で全てを指導眈 くてはならない、という当時の指導体制が原因だつた。本来はヴァ
イオリエストであるユンケルが全ての楽器を教えるのが大変難レ っヽたのである。
48
その状況を変えるため、明治四十(1907)年十二月、エンケルの協力者となる若いチェロ演奏家
バインリヒ・ヴェルクマイスター (Heinrichヽ行hac慟鴫1883～1936)がドイツから来日し、東京音楽
学校の教師に着任した。このヴェルクマイスター を迎えた時点で、ユンケルー人で全てを指導して
いたオーケストラの状況は改善に向かうことができ,L
ヴェルクマイスター は当時ベルリンの王立音楽院を卒業したばかりであつた 日本に到着後明治
四十(1907)年十二月、東京音楽学校でヴェルクマイスター の来日演奏会「第十七回定期演奏会」
が行われた ヴェルクマイスター の演奏は、チェロという楽器に対するそれまでの日本人のイメー ジ
を一変させ、『読売新聞脂可毎日新聞』の好評を受けたのである。
山田はヴェルクマイスタこの熱心な指導を受けただけではなく、ベルリンに留学できたのもヴェル
クマイスター のおかげである。ヴェルクマイスター はまた、のちに帝国劇場で指導的な役割を果たし
たほか、東京フィノレ ―ヽモニー会の発起人となり、山田が帰国後の東京フィノレ ―ヽモニー会管弦
楽部の組織者ともなつた。ヴェルクマイスター は山田だけではなく、日本における洋楽の取り入れ
にも大きな役割を果たし,電
第二項 山田耕律のオーケストラ演奏経験
山田耕律は東京音楽学校在学中、ビアノと声楽のほかに、トランペット、フルート、チェロを学んだ。
トランペットとフルートについては、本科声楽部の副科実技として履修させられたものである。
管楽器が彼の愛奏楽器とならなかつたに対して、チェロは山田の愛奏楽器となった。特に本科二
年の終わり頃山田は、ヴァイオリンの多久寅及び川上淳、ヴィル の大塚淳の二人と一緒に、「多ク
アルテット」と呼ばれることになる弦楽四重奏団を結成して、数多くの演奏活動を行つた それらを
数えてみれば、以下のように取り上げら泌 。
明治四十(1907)年十月四日、山田が本科三年の時、東京音楽学校学友演奏会に出演し、ベー
トー ベンのメヌエットを演奏して「結構の出来」と評価された。翌年の一月、神田キリスト教青年会館
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で開催された、第一回「澄月会」音楽会で、《アリアメヌエット》を演奏した。同年の二月二十八日東
京音楽学校卒業式で、山田は、山井基清、澤邊員、大塚淳らの当時の器楽部卒業生ととも|ンヽイ
ドン《variations》を演奏した。
研究科一年に進んだ山田は、明治四十一年六月二十九日、神田キリスト教青年会館で開催され
た「慰廃園慈善音楽会」でハイドンの《アレグロ、スピリトー カ 、《アダヂオ、カンター ビレ、ソステヌ
ート》とボッケリー ニ0啄エット》及びモーツァルトの《セレナーデ》などの曲を演奏した。
翌年の一月二十日、神田キリスト教青年会館で開催された「多クアルテット」の第一回デビュー 演
奏会で、ベートー ベン《アレッグロ、コン、プリオ》、ハイドン《アレッグロ》、バッハ《アリー 》、モーツァ
ルト《モルト、アレッグロ》、ハイドン《カイゼル、クワルテット》などを演奏し、当日は観7600人を越え
る盛会だつた。
研究科二年に進んだ山田は明治四十二年十月東京音楽学校学友演奏会に出演して、モーツァ
ルト《セレナーデ》を演奏した。同年十一月六日、神田三崎町バプテスト会堂で開催された「多クア
ルテット」の第二回演奏会で、弦楽四重奏によるハイドン《アッレグロ》やモーツァルト《セレナーデ》
のほか、萩原英一のビアノを加えてベートー ベンのビアノニ重奏《アッレグロ》を演奏した。また山田
はこの演奏会でチェロを独奏し,L
このように山田は学生時代から、数多くの演奏会を行い実力を発揮していた。また、学校だけで
はなく、社会からの注目を集めていた。
第二項 帰国後のオーケストラ活動
山田は一生で数多くのオーケストラ作品を作つた 日本人のオーケストラ作品の演奏の歴史は、
山田耕律の作品発表をもつて始まつたと言える。以下は山田の主な作品である。
大正三(1914)年:交響曲《かちどきと平和》、 交響認 曼陀羅の華》
大正四(1915)年:《序曲 二長調》《日本組曲》《コロネーション・プレリュー ド》
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大正六(1917)年:《源氏楽帖》より「花散る里」「須磨」
大正七(1918)年:舞踊認 マグダラのマリアX秋の宴》、 交響認 暗い扉》
大正十(1921)年:舞踊曲《盲鳥》《明治頌紛
大正十一(1922)年:舞踊認 野人創造》
大正三(1914)年から大正十一(1922)年までの八年間に公表された、日本人によるオーケストラ
作品十二曲はすべて山田のものである。山田以外の作曲家による作品が現れるのは、大正十二
(1923)年の大沼哲の交響曲《平和》が最初である。
第四項 オペラについて
山田耕律は日本のオペラの発展にも大きな役割を果たした。山田は自ら楽劇協会を創立して、
《黒船》などの作品を作り出した。これらの作品によつて本格的なオペラの創作に取り込んだ。
山田は大正三(1913)年ベルリンで書き上げた《堕ちたる天女》から、オペラ・バレエ《あやめ》、完
成まで時間のかかった《黒船》、そして未完成の遺作となつた《香妃》にいたる四つのオペラ作品を
残した。また、彼はオペラ作品を書くだけではなく、日本オペラの発展と有り方についても感心して
いブ亀
わが国の伝統芸術である歌舞伎を外人はオペラだという。それほど関係の深い日本でありなが
ら、オペラが発展しないのはなぜか。それは歌舞伎にみられる台本作者が、オペラ界にいないと
いうこと、またタカラヅカ的台本が世間に流布したことなどが、わが国に本格的なオペラの発展を
阻んだ原因力も知れない。事実、私の知るかぎり、また拝見した台本の多くは、あまりに宝塚的
であり、とうてい芸術的作品とはお世辞にも言えぬ代物ばかりである。
日本文壇に一人のホフマンスター ルが出てほしい。何事にも優秀な日本人である、かならずや
素質あるオペラ台本の作家は生まれるはずである.……(中略)…….。
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日本的なオペラ作品といえば、私の「黒船」(昭和四年)のほか、日伊玖磨君の「夕鶴」や清水
脩君の「修禅寺物語」など、ほんの数えるくらいしかない。1勁ヽも、悲しいことにこれにつづく作品
は、その後いつこうにあらわれて来ない現状である.……(中略)…….。
日本にはオペラのようなものは必要ない、と言うのであれば、それでもよい。しかし、私の見ると
ころ不必要などころか、日本的オペラの発展を期待する傾向は、日ましに顕著なのではあるまい
か。
(長木誠司 2010、p232～33)
山田の目指すオペラと言えば、まずオペラは「芸術的作品」でなければならないと主張した。それ
こそが本格的なオペラであると彼が考え始めて、《夜明け》のような作品を作り出したのである。また、
彼の言葉で言えば「大衆を音楽化する上には、オペラが最も捷径だから」(後藤暢子(他〉2∞1、p
560)のように、オペラ作品の大衆性を指摘したことも彼の考えである。大衆性は本来のオペラの有
り方と彼は主張した。
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第二節 山田耕律の及ぼした影響とその他
第一項 山田耕律の歌曲の特徴
山田耕律は数多くの名曲を残した。その中声楽作品は700曲にのぼり、今なお愛唱愛聴さ
れている作品ばかりである。作曲家としての山田の特徴とは、 ドイツで学んだ作曲理論を
踏まえ、日本語の抑揚、すなわち言葉のイントネーションやアクセントに視点を与えて作
曲することだと言える。
昭和五十二(1953)年発行された『放送文化』の中で、山田は日本歌由について、「一国の
歌曲を創りあげる場合最も大きな課題となるのは、その国の言葉である。言葉なしには歌
曲は成り立たぬからである」と述べている(山田 2001、p.306)。歌曲作品の作曲において、
山田は、その詩の持つイントネーションや日本語のアクセントに細かい注意を払つていた。
たとえば、彼の 《からたちの花》を見れば明らかなように、「からたちの花が咲いたよ」と
いう歌唱の部分がまさしく日本語の言葉のアクセントそのままであり、詩のイントネーシ
ョン、日本語の特性に思いをめぐらしつつ曲を作ろうとしていたことが伝わつてくる。
『 山田耕律著作全集 第1巻』の中では、山田の以下のような文章が見られる。
「私は日本の作曲者の一人として、一日も早くこの国の新しい音楽の誕生を願わずには
いられない。日本歌曲四十年の歴史をこのまま、無知の、未覚醒の段階に停止させて置
くに忍びなぃ。」   (後藤暢子 (他〉〔1〕 2∞1、 p308)
山田が主張する「日本の歌において言葉の高低アクセントとメロディーの高低を一致さ
せるべき」、また「一語に一音符を当て日本語の抑揚に忠実に音符を並べる」といつた作曲
技法に対し、後の作曲家の回伊玖磨は、より自由に伸びやかに作曲しようとの批判的な見
解を見せていたが、山田が歌由における詩と音楽との密接な関係を強調したのは、日本歌
曲の歴史上極めて大きな進歩であつた。
第二項 日本歌曲の演奏に対する山田耕律の見解
詩の持つイントネーションや日本語のアクセントに細かい注意を払い、歌曲作品を作曲
していた山田は、歌曲の演奏に際しても同様で、「声楽において美しい声はもちろん重要だ
が、それに正しい発音が伴わなければ充分ではない」と主張している。山田は歌曲演奏に
おける正しい発音の重要性について、昭和二十四 (1949)年発行の「日本歌曲とその基本
的な演唱・演奏法に就いて」において、以下のように述べている。
器業に於いては、た 軍ゞに楽器から音を美しく奏き出すといふことだけで済む。が、
書築に於いては、軍に美しい聟を出すといふことだけでは充分ではない。それに正しい
装音が伴はなければ嚢書の意味をなさない。……。(中略)……歌曲の演奏に於いて、音楽
的表現の完璧は絶封必要である。と同様、言語的表現の完全も忘れてはならない。・…・。(中
略)……日本の歌曲を唱ふには、日本語を正しく美しく嚢音する嚢鷲を知らなければなら
ない。外國語の嚢音に適する装韓をそのま 邦ゝ語に應用するから、歌ひ手の日本語は判
らないなどと言はれるのである。
(後藤暢子 〈他〉〔1〕 2∞1、 p412～413)
また山田は、自らの声楽作品の歌唱法に関して、以下のように述べている。
滑らかな唱ひ方は、私の歌曲を演奏するのに鋏くべからぎる手法である。それは、私の
音楽の要求といふより、むしろ日本の詩そのものの要求に基づくものである。即ち日本語
そのもののもつ滑らかさが、それを要求するのである。
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(後藤暢子 (他〉〔1〕 2∞1、 p416)
これらの文章からは、山田の歌唱に対するいくつかの見解が浮かびあがってくる。第一
に、歌唱とは単なる声(発声)のことでなく、言葉の表現も必要であること、第二に、日本
語の発音の特徴をよく知ること、第二に、滑らかに、つまリレガー トに歌うことである。
以上の二点と先に述べた日本語のイントネーションに配慮した作曲技法とが、山田の文
章から読みとれる。日本歌曲の演奏に際して、彼が重んじていた事項ではないだろうか。
それは実際の演奏の中でも、必要な条件になると筆者は考える。いくら声がよくても、発
音が明確でなければ、歌詞の内容は伝わらないであろう。歌唱においては、姿勢、呼吸、
発声の訓練、表情などの様々な要素が必要であるが、正しい発音が極めて重要だと筆者は
考えている。
第二項 演奏者の培養
山田の指導を受けた昭和期の声楽家四家文子(1906～1981)は『歌ひとすじの半世紀』の中で、
山田との出会いに至るまでを次のように記している。
山田耕律先生のところに連れて行つてくれたのは、園田清秀で、山田先生からは大変な知遇
をいただき、日本語の発音、発声の基礎作りを咽喉図を見せながら懇切に説明して下さり、御自
作の歌曲、民謡、童謡などのをたくさん下さつたので、七、人曲ずつ勉強してはお訪ねしてみて
いただいた。  (四家文子 1978、p72)
山田の楽譜は細かな指示が多く、高度な技術が必要とされる。四家は東京音楽学校在学中、橋
本国彦との交流により、歌唱技術が高まつた さらに山田によって培われたようである。
非常に神経のデリケートな彼は、その歌由に大変詳しく細かく強弱や表現の指示を書き込ん
でいた。要望通りに歌い上げるためには、高度な技術と時間をかけて練習が必要だつたので、
在校中でもまた卒業してからも、お粗末な歌い方をするとじろりとにらまれた よくよく譜面を見る
と必ず何か見落としているのに気付いたり、何とか指示通り歌うつもりでやるのだが、思うように声
帯が働いてくれなかつたりもした。するとすぐに「君 !声楽家だろう」と嫌味な言葉が投げつけら
れた。それで何くそと頑張つては彼の満足の行くまで歌つたものだった。
(四家文子 1978、p69～70)
四家の歌唱技術の基礎は引用文から分かるように、山田耕律の指導はかなり影響したのである。
楽譜に記載された細かい指示への対応は、個人で追究するには時間が必要で、またそれが作曲
者の意図に合わなければならない。これらの文章から山田は演奏者に厳しく要求する姿が見える
のである。
歌い手として一つの表現方法だけではなく、様々なアプロー チの追究が求めら泌 。文章では
「時間をかけた練習が必要」「よくよく楽譜を見ると必ず何か見落としている」と述べているように、一
遍の練習だけではなく、じっくりと楽譜と向き合つて、反復の練習が重要である。このような山田の
主張は、筆者にとつても大変よい勉強になつた
第四項 日本における洋楽のあり方について
山田耕律は日本における洋楽の取り入れや発展に大きな役割を果たした。彼の作曲活動や演
奏活動によつて日本における洋楽受容は、順調に進んだのである。彼は日本における洋楽のあり
方について以下のように述べている。
日本のような、純音楽的素地の全くない土地に、純音楽の種子をいくら蒔いたところで、いい
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芽生えは得られない。世界にもちょつと類のない、歌舞伎という、一種のオペラのようなもので育
成されて来た日本だ。むしろ、オペラを先に植えつける必要がある。それも輸入物だけでは、本
当の根は下りない。どうしても、日本の歴史や文学から取材して、新しい国民オペラを作らなけ
ればならない。  (山田 1999、p206)
日本の音楽のあり方については、交響曲や室内曲というような純音楽より、オペラや楽劇のような、
劇音楽を通して発展させたほうが近い道になると彼は主張した。それは当時のロシアの国民楽もそ
の道を通じて樹立された先例があるから、山田はその方法を日本にも取り入れようとしたのである。
また、彼は作曲者の立場から考え、歌舞伎のような日本の伝統芸術を基礎にして、当時の日本
の状況に合わせるべきだと指摘し,L
日本には幸い、歌舞伎という好い伝統もあるのだ。歌舞伎を基礎として新しく生み出せば、ま
た存在、他国にない、ユニィクなオペラを創造し得ぬ事もあるまい。それは自分にも合い、国民
にも適している。そう考えられたので、まず私は、国民歌劇を作り上げる事に仕事の重点を置い
た。メェタリンクの劇曲をオペラ化するのも、古典の形式による交響曲を書くのも、交響詩曲を作
るもの、それは一切、新しい日本の国民歌劇創造の一過程に過ぎない。幸い自分は歌も唄える
し、演劇の何物なる力も知り、その実際面における問題にも、他の作曲者よりは、より通暁してい
る。どうせ自分は、未開の、日本楽壇の先達となればいいのだ。
(山田 1999、p207)
この山田の信念は、幼年期の転居が多かつたことが、あたらしい環境での適応能力を培つてい
るようにみえる。また、様々な経験や両親の教えが、希望をしつかりと持ち、貫く力を与えているの
ではないだろうか。そして、上記の記述から、先駆者としての山田の強い責任感をもつていることが
分かる。
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山田耕律は時代の英雄であり、スター であり、アイドルであったといえる。そのため彼は、その―
挙―動が注目され、賞賛され、また激しく非鵜 された 彼の生涯には社会の熱い視線が常に注
がれつづけた。彼は西欧音楽文化受容の最先端をリー ドする人物となり、昭和四十(1965)年に没
するまでの彼の生涯は、そつくりそのまま、日本における洋楽受容の歴史と一致するといえる。
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第四章 中国内モガ ル自治区の現状
第一節 中国内モガ ル自治区について
内モンゴルは中華人民共和国より二年早く、1947年に成立した。面積はH8.3万平方hで中国
全国全体の12.3%を占める。北の方のモンゴル共和国とつながつていて、もつと北の方にはロシア
が位置している。内モンゴルの地形は高原がほとんどで、多くの地域は標高10∞m～15∞mであ
る。高原としてはホルンベール高原、シリンゴル高原、ウランチャブ高原とオルドス高原の四つの高
原がある。
内モンゴルの全人口は約2470万人で、その内漢民族は1965万人で約80%、モンゴル族は約422
万人で約17%、他の少数民族は約83万人で約3%を占める。モンゴル族と他の少数民族の人口は
毎年減つているのが現状である。
1949年中華人民共和国は、成立してから70年代の終わり頃までは外国との経済や文化交流をし
ない、「自力で立ち上がる」政策、つまり「ドアを閉める」国策を取つた。それが最も残酷な「大飢荒」
の時代をもたらした。全国の国民は貧乏な生活を強いられ、食べるものさえない生活であつた。そ
の上に文化大革命が行われて、国民の自由な音楽活動が制限され、音楽は、中国共産党や毛沢
東を賛美するものだけが許されていた 8昨代後半に入つてから、ようやくテレビやラジオでモンゴ
ルの民謡や流行曲などが聴くことが出来るようになつた。
民謡はモンゴル語では「アルディンドー 」と言われ、「みんなの歌」「国民の歌」などの意味がある。
モンゴル民謡の多くは中華人民共和国が成立する前に作られたもので、内容は「貧しい生活」や
「戦争」「自由恋愛への憧れ」などが主である。内モンゴルの民謡は、中国民謡の一種であり、中国
の音楽及び民謡の影響を大きく受けている。
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第二節 内モガ ルの音楽について
第一項 内モンゴルの音楽について
モンゴル族は、昔から人々に「歌と踊りの民族」と言われてきた。内モンゴルの歌や踊り、楽器に
は様々な種類がある。歌は大きく分けて、「オルティンドー 」「ボギンドニ」「ホーミー 」「ユレー ル0マ
グタル」「ホルボー」「ホーリンクルグル」などの種類がある。
「オルティンドー 」はモンゴル語では「長い歌」「伸びる歌」の意味がある。歌詞が少なく、自由なリ
ズムで歌うのが特徴である。主に馬頭琴の伴奏により、歌う人によつて歌の長さとリズムが異なる為、
生伴奏で歌うことが多い。
「ボギンドー 」は「短い歌」「リズム付きの歌」の意味がある。「オルティンドー 」と違つてリズムがある。
内モンゴルでは「オルティンドー 」以外のリズム付きの歌曲や民謡を合わせて全部「ボギンドー 」とい
う。また、「ボギンドー 」では伴奏楽器としての多くは馬頭琴だけではなく、キーボートやギター など
も使用される。
「ホーミー 」はモンゴル語で「ホーメイ」とも言われる。「喉の歌」の意味がある。発声方法が独特で、
喉・鼻・胸を同時に使い、二つか二つ以上の音を同時に出すことができる。中には、「鼻ホーミー 」
「イスギレー 」などの多くの種類がある。
「ユレー ル・マグタル」に使われている言葉は、国家の安泰や家族の健康を願うものである。「マ
グタル」は賛美の意味で、モンゴルの「ナダム大会」やお祭りなどでよく歌われる。
「ホルボー」のメロディー はほとんど決まつており、そのメロディー に合わせて馬頭琴や四胡を弾き
ながら歌つたり、語つたりするものである。歌詞としては、草原の生活に関わるものが多くを占める。
例えば、愛馬を歌う「馬のホルボー」、女性を歌う「女のホルボー」などがある。
「ホーリンウルグル」は内モンゴルの東北地方の独特な演奏形態である。決まつが ロディー があ
り、演奏者は低音四胡を弾きながら、物語や伝統小説を歌つたり、語つたりする。例えば、「チンギ
ス・ハーン」「水滸伝」「三国志」などがよく歌われる。
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内モンゴルの伝統民族楽器としては、「モリンホール」つまり「馬頭琴」、「ドルプンオタスタイホー
ル」「ホール」「ホビス」「トブショル」「シャンズ」「ヤタグ」「アマンホール」などがあり、その他に外来民
族楽器として、「口琴」や漢民族の「琴」、「三線」、「楊琴」、「竹笛」などが合わせて使われる。
内モンゴルの有名な歌手としてはデデマとテングル、楽器演奏家としてはチ・ボリゴが挙げられる。
内モンゴルでは、モンゴル族の演奏家が次第に減つているのが現状である。この二人は内モンゴ
ルの伝統的な音楽の演奏家として多くの人に知られている。その中で馬頭琴演奏家のチ・ボリゴは
馬頭琴を改良して、音色や響きの優れた新しい馬頭琴を作り出した。また、演奏の技法について
はヴァイオリンの技法も取り入れて、表現力の豊かな作品を多く完成した。
第二項 内モンゴルの民謡について
中華人民共和国が成立して六十年がたちt内モンゴルは大きな発展を見せた 経済や科学、教
育などの発展に伴い、民謡も大きく発展してきた。曲目や演奏形態、伴奏の楽器などが豊かになつ
たほか、歌詞の内容に大きな変化が見られるようになつた。その内容は昔の「貧しい生活」や「戦争」
などから脱して、新しい中国、内モンゴルを賛美する歌や現代の生活を反映する曲が多くなつてき
た。その発展の経過について、以下のようにまとめる。
(一)中華人民共和国の成立から十七年間の民謡
中華人民共和国が成立してから、国内の政治の状況が頻繁に変わる一方、経済は大きく発展し
た。人々がその喜びを民謡で表して、共産党や指導者を賛美する歌が盛んであった。その代表的
な歌は有名な演奏家臭肩痒が演奏した《章斎■算趣ネ轟占矢暢》でぁる。この歌は草原の人々 に
幸福で安定した生活をもたらした毛沢東と共産党を賛美している。その他《箪原買饉》、《晨歌》、
《在姉磁輩蔀駒ば芳》、《輛 邁筆原》、ぼ万彗ズ乏め、《鞠煮乏表》、感雹絹会》などがある。
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(二)文化大革命の十年間の民謡
1966年から1976年までの十年間は、中国にとつて特別な時期である。この時期に全国的な文化
大革命が行われ、政治が混乱し、伝統文学及び芸術は完全に否定された。民謡は小説、演劇、詩
歌などのように完全に否定されなかつたけれ島 、体裁が単一化され発展することができなかつた。
内容は毛沢東や革命を賛美する民謡のみが許された。代表的な作品は《章原■謁赤希興寛蒟子
毛茨策》、曲 天罠象嗜老領策》などがある。
(三)改革開放後23年間の内モンゴル民謡
1976年には中華人民共和国が成立して以来の歴史的な転換が行われた。中国共産党中央委
員会は第十一回の「三申全会」を行い、改革開放の新たな政治政策を決定した。その影響を受け、
当時の民謡は改革開放の喜びや決意を内容にしたものが多い。例えば《美饉占章瞭義冒蒙》、
《矢蕗》、議しうなどが代表的である。
(四)2000年から現在までの内モンゴル民謡
この時期の内モンゴル民謡は中国経済の発展に伴つて著しく変化した。新しいスタイルの音楽作
品が多く作られ、民謡は多様な変化する傾向を見せた。電子技術やインターネットの発展によつて、
人々は簡単に民謡を聴くことが出来るようになり、内モンゴル民謡は内モンゴル地域内だけではな
く、全国的に聴か妨 ようになつた。そして、歌曲《誓群三壁》の流行によつて、一時的に全国的に
内で内モンゴルの民謡やモンゴル語を学ぶことが流行レL代表的な作品には《誓群三壁》、
《蔦圭ど耗占合合》、都議原二逸署章藤》などがある。
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第二節 洋楽の導入と内モガ ル民謡の変化
第二項 芸術歌曲の誕生
中華人民共和国の成立以降、中国は世界の各国と積極的に交流し始めた。それは政治や経済
の方面だけではなく、文化や芸術の面にも及んだ。それから長い間の交流を通して、19"年代か
ら、内モンゴルの音楽は西洋音楽を模倣するようになつた。民謡は昔の「日伝心授」(口頭で継承し、
心で教える)の創造と伝播の形を変え、楽譜や楽器などを通して継承するようになつた。
内モンゴルの作曲家や演奏家たちは洋楽の影響を受け新たな民謡を数多く作り出した。その代
表的な曲は礁瞭■算建ネ落占矢暢》でぁる。この曲は内モンゴルの作曲家実饉典落が1951年に
作つた曲で、イ長調、2/4拍子、オルティンドー でよく使わ泌 、二段落の構成をもつている。この曲
の伴奏はモンゴルの伝統楽器だけではなく、キーボードや電子楽器などの洋楽器が多く使われて
いる。
また、この曲を歌つた歌手莫雇津は、モンゴルの歌唱法に西洋の歌唱法も取り入れた。この曲は
現地の内モンゴルだけでなく、全国の全土に広がり現在も歌われている。内モンゴルの初めての
芸術歌曲と言われている。(譜例は次のページにある)
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第二項 新しい民謡の誕生と発展
内モンゴルで初めて芸術歌曲が誕生し成功した後2000Tに至るまで、作曲家たちは多くの西洋
音楽の要素を取り入れた作品を作り出し,Lその影響は楽器編成、記譜法などの様々な面に及ん
でいる。
一方、演奏家たちも内モンゴルの歌唱法だけでなく、西洋の歌唱法も取り入れるようになった 演
奏の形式は昔の民族唱法、ベルカント唱法、通俗唱法、原声態唱法などの唱法が個別に歌われ
ていた形から、二つや二つの歌唱法が融合して歌われるようになつた これは洋楽を取り入れてか
ら、内モンゴルの音楽と西洋の音楽が融合した結果といえる。
例えば、インター ネットを通して人々に知られた歌曲《月覧芝上》は新しい代表的な曲である。
(譜例は次のページにある)
演奏者の「風鳳侍奇」はモンこカレ人歌手一揚規締粍と湖南省の漢民族歌手―誉豪の二人組で
ある。この曲は通俗唱法で歌う中にモンゴルの民謡やオルティンドー 、西洋のラップとヒップホップ
も取り入れて高く評価された。伴奏は馬頭琴やキーボードの他エレキギター やエレキベースなどの
電子楽器も多く使つた。それが現代人の嗜好にあつている。
この曲の他、歌手のお往芭羅なら家族二人で歌つた《警梓三整》とぃぅモンゴル語の曲も高く評
価された。この《誓梓竺壁》は家族の愛を主題にした歌である。曲の中でモンゴルのオルティンドー 、
ホルボーを西洋のラップとうまく融合して、間と答えの独特な演奏形態をもつて歌われる。
この二曲を通して、内モンゴルの民謡は内モンゴルだけではなく、全国的に広がり、モンゴルの
民謡やモンゴル語を学ぶことが流行した。
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第二項 内モンゴルの学校の現状
筆者は内モンゴルで生まれ育つたモンゴル人である。七歳から学校に通い、幼いころから音楽
に興味があり、両親からモンゴルの民謡を学んだ。2∞2年十七歳で内モンゴル師範大学に入学し
て、四年後に卒業した。
筆者の経験では、小、中学校を卒業して、高校になるまでピアノを実際に見たことはなかつた。
高校三年になり、学校が初めてピアノを導入した。そしてその時期から初めて五線譜を学び始めた
大学に入つも 同じクラスの学生の中には、全く五線譜が分からない人もいた。それは、ほとんどの
大学が入学試験の時、数字譜を使つていることが原因だつたのである。
近年になり中国経済の発展によつて、内モンゴルも著しく発展した。経済の発展に伴い、人々の
教育への関心が高まり、重視さ稲 ようになつてき,こ音楽教育の面では、五線譜の教科書や洋楽
器も買えるようになつた。現代の学校の状況について、筆者と同じ内モンゴル出身の留学生太平
が取つたアンケートを引用する。
(1)事例の地域の学校及び場所
20H年6月内モンゴルのホルチン地方(首府通遼市)にある以下の学校を訪問し、アンケート及
び聞き取り調査を行つた。
小学校3箇所 :
「ヤンシブ小学校」     場所:通遼市庫倫養畜牧村
「ウランオド小学校」    場所:通遼市科左後鎮旗ウランオド村
「バヤスグロン小学校」   場所:通遼市科左後旗海魯土鎮バヤスグロン村
中学校1箇所 :
「通遼市モンゴル族学校」 場所:通遼市市内
「ウランオド中学校」  場所:通遼市科左後鎮旗ウランオド村
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高校2箇所 :
「ガンジグ第一高等学」
「通遼市第三高等学校」
¨0(中略)・…
① 校長先生に対する設間と結果
場所:通遼市科左後鎮旗ガンジグ鎮
場所:通遼市市内
項目
学校名
人数
(全学校)
楽器と音楽科教材
(ピアノなど)
音楽授業数
(週)
事情
ヤンシブ
小学校
66A 楽枷 台
教材あり
1回 1学期
1曲歌だけ
ウランオ ド
/J 2ヽ学:t交 72A
カシオ
キーボー ド1台
教材あり
1回
1学期
1曲歌だけ
バヤスグロン
小学校
58A 0 1回 1学期
1曲歌だけ
通遼市モンゴル族
中学校
961A ピアノ2台
キーボー ド4台
馬頭琴20本
教材あり
2回
1学期5曲以上
馬頭琴の授業
民族踊りなど
ウランオド
中糠
246人 楽和 台
教材なし
0回 也の分野を中′し
に考える
ガンジグ
第一高等学 1262人
ピアノ1台
キーボー ド1台
週1回一部の生
徒だけ音楽機
音楽大学を目指
す16人が授業受
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な し あ り られる
通遼市
第三高等学校 2242人
ピアノ2台
キーボー ド4台
教材なし
□2回一部の生
徒だけ音楽捜
楽あり
音楽大学を目搾
す31人が授業受
けられる
音楽の先生に対する設問
設問 学
庚名
今、音楽の授業する場
合、どのような授業行い
ますか?
らなたの音楽授業
では何か (楽器、
数科書、教材)必
要ですか?
音楽の授業で
はどのような
ことがしたい
ですか?
自1作の
教育し
ていますか?
ヤンシブ
小学校
教材あるが音楽の知識が
ないため自分で考えて歌
を教えている
音楽の先生とピア
ノがほしい
生徒たちが大声
で歌えること な し
ウランオ
ド/1 寺ヽ鶴交
音楽の先生がいないため
自分のできる歌を教えて
いる
楽譜が分かる先生
とピアノがほしい
できれば、楽譜、
リズムなど
の基本のもの
を教えたい
な し
バヤスグ
ロ
ン小学校
歌だけで、他の楽器など
教えていない。
音楽科授業時間に他の授
業する場合がある
音楽ビデオ、CD、
DVDなどの教材
と再生できる機器
音楽のビデオカ
どを見せて楽審
などを体験さゼ
たい
な し
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通遼市モ〕
ゴル族中|
歌、楽器、楽譜、音楽基
本知識、踊りなどを教え
ている
いろいろ教えてし
ますが、どうすれ|
十分な教育ができ
るか分からない
歌だ けで はな
く、合唱、合奏
などを教えたい
今後考える
ウランオ
ド中学校
音楽科授業なし 近い将来音楽科授
業したい
まだわからない な し
ガンジグ
第一高等
学
音楽大学を目指す生徒に
声楽や、楽典などを教え
ている、オリジナル教材
失まった教材がほ
しい、今は発声方法
が中心
鍵盤楽器を増や
して、音階の
練習で役に立て
たい
な し
通遼市第
三高等学
校
声楽の先生しかいないの
で、楽器の生徒は校外で
先生を探す、声楽の授業
は内部教材 (オリジナル)
十分教育できる教
材と環境 (音楽教
室、ピアノ練習室な
ど)
ピアノを増や
して、声楽以外
にピアノの練
習を取り入れ
たい
な し
(太平 20H、p35～38)
上記のアンケート結果によると、内モンゴルの小中学校では、西洋音楽や洋楽器を取り入れて
いることが分かる。つまり、内モンゴルにおける音楽教育の内容が変化している。
国際化が進むに伴い、内モンゴルでも西洋音楽が入つてきて、発展しつつある。作曲家たちは
洋楽の要素を多く用い、演奏家も洋楽風の歌を多く歌うようになつてきた。しかしその発展は初歩
の段階に過ぎない。多くの作曲家は洋楽を自分の作品に無理やりに取り入れている。その結果、
曲の本来の味わいが失われて、洋楽でもなく、内モンゴルの曲でもないものになつてしまう。つまり
洋楽と内モンゴルの音楽の融合はうまくできていないのが現状である。内モンゴルの本来の音楽を
発展させながら、洋楽を取り入泌 ということはこれからの課題である。
おわりに
本論文で、筆者は明治以降の日本における洋楽導入の経過と中国内モンゴル自治区の現状に
ついて研究を進めてきた。
第一章では、明治以降の日本における洋楽導入の経過を概観し,こ明治以降の日本は西洋文
化を受け入れ、国家としてまつたく新しく生まれ変わつた時期である。音楽は旧来の状況を脱して
洋楽を新たに学び始めた。洋楽は横笛・小太鼓・大太鼓などの軍楽隊から初めて入つてきて、外
国人の軍隊楽と外国人教師の努力によつて、日本最初の軍楽隊が成立した。その後明治六(1869)
年にキリスト教が解禁されてから、賛美歌が日本語に翻訳されて普及し,Lその影響を受け、唱歌
が誕生したのである。その後、伊沢修二によって音楽取調掛が整備された 伊沢修二は音楽教育
だけではなく、吃音矯正教育や中国語研究などの幅広い分野で活躍して、日本近代教育の開拓
者と呼ばれている。
第二章では、滝廉太郎の作曲活動についてまとめた 滝廉太郎は明治の西洋音楽草創期にお
ける日本最初の本格的な作曲家である。彼は東京音楽学校に入学し、その後本科、研究科へ進
んだ。在学中彼は詩と音楽の関わり合いを考え始め、《荒城の月》、《箱根人里》、《豊太閣》、《花》
などの名曲を作り出した。その中で、《荒城の月》の旋律は芸術性が高かつたため、日本の芸術歌
曲の原点と見られている。卒業した後彼はドイツに留学したが、病気のため一年後帰国した。そし
て明治二十六(1903)年六月二十九日、二十二歳の短い生涯を閉じた。滝廉太郎は数多くの作品
を作り出し、日本の近代音楽史上で、作曲家とよぶことのできる最初の人物であり、日本歌曲の発
展に極めて大きな影響を与えた。また、彼の作品から日本における洋楽受容は、本格的に始まるこ
とになつたといえるのである。
第二章では、山田耕律の作曲活動とその他についてまとめた。山田耕律は西洋音楽創成期で
ある明治期の日本の代表的な人物である。彼は東京音楽学校を卒業した後、ドイツに留学した。
帰国後彼は日本の最初の交響楽団「東京フィルハーモニー管弦楽部」を組織し
'Lそ
して、交響
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曲《かちどきと平和》、交響認 曼陀羅の華》、ピアノ五重奏曲《婚姻のひびき》などの作品を発表し
た。彼は、ドイツで学んだ作曲理論を踏まえ、日本語の抑揚、すなわち言葉のイントネーションやア
クセントに着目Ⅸ赤とんぼ》、《この道》、《からたちの花》、《かやの木山の》などの名曲を作り出し
た。
第四章では、中国内モンゴル自治区の現状について述べた。中華人民共和国が成立して六十
年がたち、内モンゴルは大きな発展を見せた。経済や科学、教育などの発展に伴い、民謡も大きく
発展してきた。曲目や演奏形態、伴奏の楽器などが豊かになつたほか、歌詞の内容に大きな変化
が見られるようになつた。その内容は昔の「貧しい生活」や「戦争」などから脱して、新しい中国、内
モンゴルを賛美する歌や現代の生活を反映する曲が多くなってきた。
1951年に作られた《草原上昇起不落的太陽》が内モンゴルの初めての芸術歌曲となつた。それ
から民謡は大きな変化をみせ、《月亮之上澪К吉祥三宝》などの西洋音楽の要素を取り入れた曲
が多くなつてきた。一方学校の音楽教育はまだ非常に遅れている。その状況は引用したアンケート
から分かるのである。
明治以降の日本と現在の中国内モンゴル自治区は、洋楽の取り入れや洋楽の発展、学校での
取り入れなどの点では似ていると考える。明治以降の日本は西洋の文化を積極的に取り入れる政
策を取つた。それに比べ中国が本格的に洋楽を取り入れるようになつたのは最近のことである。そ
のため、中国の辺縁地域に位置している内モンゴルは他の地域に比べいまだ発展が進んでいな
い。特に音楽の面では伝統的なものだけを重視してきた。
国際化が進むに伴い、内モンゴルでも西洋音楽が入つてきて、発展しつつある。作曲家たちは
洋楽の要素を多く用い、演奏家も洋楽風の歌を多く歌うようになつてきた。しかしその発展は初歩
の段階に過ぎない。多くの作曲家は洋楽を自分の作品に無理やりに取り入れている。その結果、
曲の本来の味わいが失われて、洋楽でもなく、内モンゴルの曲でもないものになってしまう。つまり
洋楽と内モンゴルの音楽の融合はうまくできていないのが現状である。
72
そのため、内モンゴルは日本の洋楽を取り入れた経験を学ぶべきである。
明治以降の日本は大量の外国人教師を雇い入れる方針を実施した。その影響で、メー ソンやユ
ンケルなどの外国人教師が来日し、日本の音楽教育や洋楽の取り入れに大きな功績を残した。内
モンゴルでは現在そのような政策や方針が欠けている。
次に、明治以降の日本における洋楽の取り入れは伊沢修二、滝廉太郎、山田耕律などの教育
家や作曲家たちの努力によつて充実してき,t現在の内モンゴルでは伊沢修二のような教育家、
滝廉太郎や山田耕律のような作曲家が欠けている。これらの人材を育てるためには、政府や文部
省からの支援が必要なのである。例えば、国費留学生の数を増やして、それらの人材を必要な所
に使うこと。伊沢修二、滝廉太郎、山田耕律などの人材は、帰国した後すぐに文部省から重要され
た。それに対して、現在の内モンゴルでは、高等学校や国立大学の先生の仕事は、お金で買わな
ければならない場合が多い。このような現象は音楽の発展だけではなく、内モンゴルや中国のこれ
からの発展の妨げになつている。
また、内モンゴルの学校教育における音楽は、他の教科に比べて非常に軽視されている。これ
からの内モンゴルにおける音楽の発展には教育システムの充実と改善が必要である。それは筆者
のような留学生にも責任があると感じている。今後は日本の発達した音楽の知識を学びつつ、これ
からの内モンゴルの音楽の発展に取り入れていきたいと考えている。
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